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説
〉イ

ギ
リ
ス

• 

フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
登
場
と
挫
折

ー

l
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
に
よ
せ
て
|
|

由
a

キす

幹

雄

辛
4
F

え

お

き

一
般
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
取
り
扱
っ
た
研
究
に
お
い
て
は
、
運
動
は
三
つ
の
波
に
分
れ
て
登
場
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
一
九
六
一
年
刊
行
の
著
作
に
お
い
て
ク
ロ
ス
は

一
九
二
三
年
五
月
に
リ
ン
ト
ー
ン
H

オ
1
マ
ン
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
イ
切
ユ
江
田
『
司
虫
色
巳
を
運
動
の
第
一
波
、
二
八
年
に
樹
立
さ
れ
、
リ

i
ズ
を
指
導
者
と
す
る
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟

H
B
H
V
O
江
巳
司

gn-aFgmzo
を
第
二
波
、
三
二
年
一

O
月
に
サ
l
・
モ

l
ズ
リ
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟

(1) 

∞
ユ
広
島
口
一
口
目
。
ロ
O
同
司
自
の
目
的
釘
を
そ
の
第
三
波
と
と
ら
え
て
い
る
。
同
じ
く
ノ
ル
テ
が
六
八
年
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
三
つ
の
分
類
法

(2) 

を
う
け
つ
ぎ
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ッ
パ

i
マ
ン
も
、
八
三
年
公
刊
の
著
作
で
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
三
段
階
に
分
け
る
視
野
を
継
承

{3} 

し
た
。本

稿
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
を
対
象
に
取
り
上
げ
る
が
、

い
ま
見
て
き
た
よ
う
に
ク
ロ
ス

ノ
ル
テ
、

ヴ
ィ
ッ
パ

ー
マ
ン
は
い
ず
れ
も
こ
の
組
織
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
、
し
か
も
こ
の
国
で
最
初
の
そ
れ
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
取
り
扱
う
歴
史
家
の
聞
で
は
自
明
の
理
と
し
て
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

一
九
八

0
年
代
の
研
究
で
サ
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(4) 

l
ロ
ウ
は
、
こ
の
運
動
を
「
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
の
フ
ァ
シ
ス
ト
組
織
」
と
主
張
し
、
同
じ
く
ウ
イ
ツ
パ

l
も
「
自
ら
を
フ
ァ
シ
ス
ト
と
呼

(
5
)
 

ん
だ
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
の
運
動
」
と
と
ら
え
た
。

だ
が
自
ら
を
フ
ァ
シ
ス
ト
と
名
の
る
運
動
や
政
党
は
、
果
た
し
て
そ
の
す
べ
て
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
党
名
に
イ

タ
リ
ア
語
を
冠
し
た
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、
類
概
念
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
官
ロ
耳
目

n
P
R
2
5
の
意
味
に
お
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
で
「
最
初
の
」
、
し
か
も
本
当
に
「
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
」
と
呼
ぴ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ク
ロ
ス
か
ら
ウ
イ
ツ
パ

l
に
い
た
る

上
述
の
歴
史
家
た
ち
の
見
解
と
は
対
照
的
に

ペ
イ
ン
は
モ

l
ズ
リ
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟
の
み
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
と
ら

ぇ
、
こ
の
同
盟
に
先
立
っ
て
出
現
し
、
自
ら
を
フ
ァ
シ
ス
ト
と
呼
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
小
規
模
の
集
団
を
、
類
概
念
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
中
に
含
め
る
こ
と
に
異
論
を
と
な
え
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト

回ユ昨日
m
y

H
W
B立
月
司
山
田
江
田
仲
印
、

フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
叩
拐
の
目
印
門
戸

g
m己
巾
、
国
民
フ
ア
シ
ス
テ
ィ

Z
己
目
。
ロ
包
明
白
由
巳
由
民
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
フ
ァ
シ
ス
ト

党
相
内
巾
口
出
-
D
M
1
0
口明白印己的仲間)凶吋片山刊、

ヨ
ー
ク
シ
ア
・
フ
ァ
シ
ス
ト
ペ
。
再
出
庄
司
巾
明
白
R
U
Z、
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
国
王

)-2
司
町
広
三
件

H
b
m
m
己
の
(
た
だ
し
こ
れ
は
リ
l
ズ
指
導
の

H
B
Bコ田

-
F
R
E
ピ
昌
己
巾
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
)
な
ど
に
つ
き
、
「
こ
れ
ら
の
小
集
団
の
大
抵
は
、

(
6
)
 

類
的
に
向
。
一
日
吋
片
山
口
可
一
フ
ァ
シ
ス
ト
で
は
な
く
、
極
右
翼

g
内
同
耳
目
。
ユ
m}件
当
日
口
問
の
集
団
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
ベ
イ
ン
の
見

解
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
フ
ァ

l
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
に
関
し
、
こ
の
組
織
は
「
自
ら
自
身
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
み
な
し
、
ま
た
そ
の

敵
対
者
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
『
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
考
え
た
。
従
っ
て
、

一
九
二

0
年
代
初
頭
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

(7) 

と
い
う
像
の
文
脈
の
中
で
、
彼
ら
を
土
着
の
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し

一
九
二

0
年
代
初
頭
の
時
期
に
は
、
現
在
の
時
点
で
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
概
念
が
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に

入
れ
る
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
当
事
者
の
自
己
理
解
や
当
時
の
敵
対
者
の
見
解
に
の
み
依
拠
し
て
、
こ
の
運
動
を
フ
ア
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ぇ
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
∞
ユ
広
島
討
窃

n
u
g
と
組
織
名
を
変
更
す
る
(
た
だ
し
本
稿
で
は
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
と
い
う
当
初
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
)
。
し
か
し
他
方
で
、
こ
の
集
団
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア
語
を

選
択
し
た
背
景
と
し
て
、
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
脅
威
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
取
り
除
き
、

か
っ
こ
の
国
の
混
乱

に
終
止
符
を
う
っ
た
運
動
と
し
て
、

ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
な
い
し
フ
ァ
シ
ス
ト
党
を
礼
賛
す
る
風
潮
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

い
ま
、
そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、

一
九
二
二
年
八
月
一
二
日
に
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運

動
を
、
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
|
|
「
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
起
源
が
入
り
ま
じ
っ
た
新
奇
な
組
織
で

は
あ
る
。
だ
が
彼
ら
は
明
ら
か
に
反
動
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
働
く
人
ぴ
と
の
大
き
な
集

団
を
、
社
会
主
義
者
の
影
響
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
情
熱
的
な
愛
国
者
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
民

衆
へ
の
呼
び
か
け
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
自
由
主
義
が
も
っ
て
い
た
、

か
つ
て
の
創
造
的
な
理
想
へ
の
復
帰
を
代
表
し
て
い
る
。
彼
ら

の
暴
力
は
、

や
や
も
す
れ
ば
、

ゆ
き
す
ぎ
へ
陥
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
暴
力
は
、
国
民
の
独
立
的
存
在
を
掘
り
く
ず
し

(
2
)
 

理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
さ
ら
に
同
紙
は
、
二
二
年
一

O
月
二
八
日
に
は
フ
ア
シ
ズ

つ
つ
あ
る
転
覆
的
勢
力
へ
の
対
抗
と
し
て
、

ム
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
を
打
倒
す
る
に
あ
た
り
、
「
社
会
主
義
者
の
犯
罪
的
な
階
級
闘
争
の
方
法
」
を
採
用
し
な
い
よ
う
に
と
忠
告
を
与

え
た
が

そ
の
後
の
記
事
に
お
い
て

フ
ァ
シ
ス
ト
を
良
い
フ
ァ
シ
ス
ト
と
悪
い
そ
れ
に
分
類
し
て
、

ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
を
前
者
の
中
に
入

れ
、
彼
が
イ
タ
リ
ア
を
無
政
府
状
態
か
ら
救
出
し
、

か
つ
党
内
の
過
激
派
を
統
制
で
き
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た
。
ま
た
『
タ
イ
ム
ズ
』

(
3
)
 

紙
は
二
二
年
一
一
月
一
八
日
に
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
興
隆
は
、
代
議
的
体
制
退
化
の
進
行
の
自
然
の
帰
結
」
と
論
じ
、
翌
二
三
年
六
月
二

(4) 

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
理
論
と
は
「
カ
オ
ス
」
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な
る
「
立
憲
的
政
治
の
否
認
」
で
あ
る
と
主
張

O
日
の
記
事
に
お
い
て
は
、

し
た
。



同
じ
よ
う
な
好
意
的
な
態
度
は
他
紙
に
も
見
ら
れ
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
は
一
九
二
二
年
一

O
月
三

O
日
の
記
事
の
中
で
、
ム

ツ
ソ
リ

i
ニ
の
ロ

l
マ
進
軍
を
「
社
会
主
義
の
あ
ば
れ
者
」
の
敗
北
と
み
な
し
て
、
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
『
デ
イ
リ

ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
』
紙
は
二
二
年
一
二
月
三

O
日
に
、
そ
の
年
に
世
界
で
生
起
し
た
重
大
事
件
を
回
顧
し
た
時
、

(6) 

わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
同
紙
に
と
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
議
会
主
義
体
制
の
将
来
は
何
ん
ら
関
心
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

ロ
ー
マ
進
軍
を
取
り
扱

ミ
ル
ナ
l
卿
の
系
統
の
『
円
卓
』
紙
河

oga叶，
m
Eゅ
の
二
二
年
一
二
月
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
地
中
海
諸
国
に
お
い
て
は
議
会
主
義
的
政
府

は
土
着
の
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
の
で
、
フ
ァ
シ
ス
ト
は
「
腐
敗
を
終
ら
す
こ
と
を
欲
し
て
い
る
」
と
の
べ

(7) 

て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
願
望
を
正
当
化
し
た
。
な
る
ほ
ど
『
ス
ペ
ク
テ
l
タ
l
』
紙
(
一
一
一
一
年
二
月
四
日
)
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
が
専
制
へ

と
陥
ら
ぬ
よ
う
に
と
警
告
を
発
し
た
。
だ
が
同
紙
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
自
由
主
義
体
制
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
眼
か
ら
す
れ
ば
、
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あ
ま
り
に
も
レ
ヴ
ェ
ル
の
低
い
水
準
へ
と
退
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
の
消
滅
は
惜
し
む
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ

(8} 

た。
ま
た
こ
の
当
時
に
は
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
「
新
し
い
民
主
主
義
の
誕
生
」
と
賛
美
し
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
の
将
来
の
モ
デ
ル

と
し
て
推
奨
す
る
著
作
も
執
筆
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

G
・
M
-
ゴ
ッ
デ
ン
と
い
う
人
物
は
、

一
九
二
三
年
に
『
ム
ッ
ソ
リ
!
ニ
|
|
新
し

い
民
主
主
義
の
誕
生
|
|
』
宮
z
g島
区
一
、
目
。
回
ユ
甘
え

pozod司ロ
8
5
Q
m
q
と
い
う
書
物
を
刊
行
し
、
そ
の
中
で
「
こ
の
新
し
い

民
主
主
義
の
精
神
を
把
握
し
、

か
つ
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
生
へ
の
跳
躍
の
仕
方
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
、
生
産
的
活
動
、
規
律
あ
る
生
活
、

国
民
的
調
和
、
こ
の
三
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
新
し
い
国
民
で
あ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
が
藍
壕
の
中
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
、

は
'コ

き
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
イ
タ
リ
ア
の
青
年
が
今
日
、
矯
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
明
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
青
年
が
行
い
う

(9) 

る
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
だ
が
こ
れ
に
も
ま
し
て
注
目
に
値
す
る
の
は
、
の
ち
に
世
界
的
に
高
名
な
歴
史
学
者
に
な
る

G
・
M
-
ト

レ
ヴ
エ
リ
ア
ン
が
二
三
年
一

O
月
に
刊
行
し
た
『
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
現
在
の
状
態
の
歴
史
的
諸
原
因
』
吋
宮
呂
田
吉
氏
。
乱
打

2
8由。同
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H
Y
O
H
)
H
・2
0
E
ω
E
B
C同
〉
虫
色
門
的
5

H
同
色
可
と
い
う
著
作
で
あ
り
、

そ
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
を
高
く
評
価
し

は

た
|
|
「
イ
タ
リ
ア
が
そ
の
住
居
を
整
頓
し
、
自
由
主
義
の
友
人
た
ち
が
生
え
で
る
に
任
せ
た
悪
と
闘
う
き
わ
め
て
真
剣
な
企
て
の
歩
み

の
中
で
、
こ
の
国
が
し
ば
ら
く
の
問
、
自
由
の
道
か
ら
逸
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
は
イ
タ
リ
ア
に
苛
立
ち
を
感
じ
な
い

こ
と
に
し
よ
う
。
:
:
:
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
氏
は
偉
大
な
人
物
で
あ
り
:
:
:
真
正
の
愛
国
者
で
あ
る
。
彼
が
イ
タ
リ
ア
の
自
由
主
義
制
度
の
破

壊
に
勝
利
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
国
に
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
秩
序
と
規
律
を
与
え
た
人
物
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ

(
叩
)

う
に
、
彼
の
た
め
に
祈
ろ
う
」
と
。
さ
ら
に
や
や
の
ち
の
時
期
の
二
七
年
に
お
け
る
発
言
で
は
あ
る
が
、
こ
の
年
に
ム
ッ
ソ
リ

l
ニ
を
訪

(
日
)

問
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
「
わ
た
し
が
イ
タ
リ
ア
人
な
ら
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
黒
シ
ャ
ツ
を
着
た
だ
ろ
う
」
と
、
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
に
き
わ
め

て
好
意
的
な
態
度
を
見
せ
た
。
こ
れ
も
驚
嘆
に
値
す
る
評
価
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

同
時
代
人
の
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
観
の
紹
介
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
歴
史
家
エ
ド
ワ

l
ズ
の
次
の
よ
う
な
総
括
も
想
起
し
て
お

き
た
い
|
|
!
「
一
九
二

0
年
代
に
お
い
て
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
今
日

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
と
は
全
く
異
な
っ
た
意
味
合
い
を
帯

び
て
い
た
。
そ
れ
は
多
く
の
人
ぴ
と
に
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
を
粉
砕
し
、
堅
固
な
新
し
い
統
治
の
型
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無

力
な
自
由
主
義
的
議
会
主
義
体
制
に
取
っ
て
代
ろ
う
と
す
る
大
胆
な
企
て
と
思
わ
れ
た
。
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
の
突
進
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
イ

(ロ)

ギ
リ
ス
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
や
フ
リ
l
ト
街
そ
の
他
に
お
い
て
、
多
数
の
崇
拝
者
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
」
と
。
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
が
そ
の
組
織
名
に
イ
タ
リ
ア
語
を
採
用
し
た
こ
と
へ
の
背
景
に
は
、

以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

た
い
す
る
高
い
評
価
の
ひ
ろ
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(
1
)

、H
d
c
ュ。者
w

O
℃
・
口
一

f
H
}白

印

N-h-

(
2
)

月
一
切
。
田
君
。
『

p-
吋
}
同
町
田
口
立
与

H
V
5
8
・
5
m
h
oロ
印
巾
叶
〈
目
立

ι

〈
巾
由
自
己
豆

E
g
o
-
E
S
N
C
ω
P
E
』
。
ロ
吋
ロ
色
。
同

(
U
C
D
Z
B℃
C
門
出
吋
可
呂
田
叶
O

ミ・

戸
、
。
]
印

.
5叶

C
'
U
H
S
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(3) 

(4) 

(
5
)
 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(
印
)

(
日
)

(ロ)
司白『司・

0
H
y
n日

H
J

℃
-
H
U
0

・

回
。
田
君
。
ぇ

y
c℃
-nF
℃
・
見
回
色
町
見
出
-

H
ぴ
同
色
-
w
H
】
]
{
品
∞
.

同
}
U
山門戸

日

σ日
円
四

回目)同門目
明白吋吋・

0
℃
-n芹
-w
匂・
H
U
H

∞O
回当

2
5
.
0匂
-
n
-
f
H
)
・H

吋

N
.

野
田
宣
雄
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
時
代
(
上
)
』
(
講
談
社
・
一
九
七
六
年
)
、
八
六
ペ
ー
ジ
。

句
。
・
開
門
回
当
同
門
広
田
司
、
H
Y巾
司
。
吋
巾
-mロ
O
庄
内
巾
同
門
戸
門
目
明
白
血
円

5
5
5
N
A
F
S
N
h
V
-
E
-
』

C
C
門
口
問
]
え
の
C
ロ
R
B℃。門出
q
E
2
S門
戸
ぐ
。
]
・
印
・

5
叶
0

・℃・

5ω
・

第
二
章

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
登
場
の
背
景
(
二
)

|
|
革
命
政
党
の
結
成
と
労
働
不
安
の
出
現
|
|

7 
0 

運
動
、
す
な
わ
ち
労
働
不
安
門
与
O
ロ
コ
包
括
浮
(
産
業
不
安

E
E印
丹
江
巳

5
5
2
と
も
呼
ば
れ
る
)
の
実
態
に
、
眼
を
転
じ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

そ
れ
で
は
次
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
登
場
の
社
会
的
背
景
と
な
る
革
命
的
な
社
会
主
義
政
党
の
結
成
と
ミ
リ
タ
ン
ト
な
労
働

激
し
さ
は

は
、
年
平
均
で
四
八

O
件
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
の
に
た
い
し
、

一
三
年
に
一
四
五
九
件
、

そ
の
件
数
は
、
以
後
、
飛
躍
的
に
増
大
し
、

(1) 

一
四
年
に
は
九
七
二
件
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ミ
リ
タ
ン

一
二
年
に
八
三
四
件
、

こ
の
労
働
不
安
と
は
、
ま
ず
第
一
次
世
界
大
戦
に
先
立
つ
数
年
間
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
期
間
に
お
け
る
労
働
運
動
の

ス
ト
ラ
イ
キ
件
数
の
増
大
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
一
九

O
七
年
か
ら
一
九
一

O
年
に
か
け
て
の
時
期
に

一
一
年
に
八
七
二
件
、



第11巻 1号一-8

ト
な
労
働
運
動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に

一
時
期
、
鎮
静
化
を
迎
え
る
が
、
仮
り
に
一
四
年
に
大
戦
が
開
始
さ
れ
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
件
数
は
も
っ
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
喪
失
労
働
日
数

O
七
年
に
一
二
五
万
、

O
八
年
に
一

O
七
九
万
、

O
九
年
に
二
六
九
万
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、

(2) 

九

0
0
0を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
参
加
人
数
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
増
大
し
、

O
五
年
に
六
万
七
六

も
上
昇
し
、

一
一
年
に
は
一
八
一
六
万

三
五
人
、

O
八
年
に
は
二
二
万
三
九
六
九
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

(
3
)
 

い
た
っ
た
。

一
二
年
に
は
一
二
三
万
三
一
三
ハ
人
へ
と
飛
躍
的
に
上
昇
を
見
せ
る
に

い
ま
大
戦
前
の
労
働
不
安
に
関
し
、

そ
の
具
体
的
様
相
に
詳
し
く
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
重
要
な
も
の
と
し
て
は
、

九

年

六
月
に
始
ま
る
海
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
こ
れ
の
支
援
に
立
ち
上
が
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ド
ッ
ク
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
同
年
八
月
に
お
け

る
鉄
道
労
働
者
の
全
国
的
規
模
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ

一
一
年
の
南
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
の
炭
坑
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ

一
二
年
に
お
け
る

全
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
炭
坑
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
一
一
年
の
海
員
・
ド
ッ
ク
労
働
者
の
合
同
ス
ト

ラ
イ
キ
は
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
へ
の
食
料
・
燃
料
供
給
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
船
荷
を
お
ろ
す
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
港
へ
の

(
4
)
 

軍
隊
の
派
遣
が
準
備
さ
れ
る
ま
で
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
リ
ヴ
ァ
ブ

l
ル
港
に
お
い
て
も
長
期
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
決
行
さ

(5) 

れ
、
港
湾
か
ら
の
食
料
品
の
運
搬
に
は
軍
隊
の
護
衛
が
必
要
と
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
九
一

O
年
か
ら
一

(6) 

四
年
に
か
け
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
に
は
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
心
性
が
支
配
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
潮
流
の
影

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
動
向
を
研
究
し
た
ホ

l
ル
ト
ン
は
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
警
官
隊
が
派
遣
さ
れ
、
軍
隊
も
出
動
す
る
に
い
た
る
ほ
ど
の
激

響
が
あ
る
程
度
、
顕
著
で
あ
っ
た
南
ウ
ェ

l
ル
ズ
に
は
、

(7) 

し
い
事
態
が
見
ら
れ
た
。
ド
ッ
ク
労
働
者
の
指
導
者
テ
ィ
レ
ッ
ト
が
一
二
年
に
執
筆
の
年
次
報
告
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
「
階
級
戦
争
」

。
】
山
田
由
者
向
円
の
実
践
を
呼
び
か
け
た
こ
と
は
、
こ
の
当
時
に
お
け
る
労
働
者
の
戦
闘
的
気
分
の
高
揚
を
物
語
も
の
と
い
え
る
で
あ



ろ
う
|
|
I
「
階
級
戦
争
は
戦
争
の
中
で
も
っ
と
も
残
恋
で
、
も
っ
と
も
無
慈
悲
な
も
の
で
あ
る
。
将
来
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
教
訓
と
な

る
の
は

ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
者
が
武
器
の
使
用
に
た
い
し
て
は
武
器
で
、
射
撃
に
た
い
し
て
は
射
撃
で
、
暴
力
に
た
い
し
て
は
暴
力
で
身

を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
い
ま
一
つ
の
教
訓
は
、
議
会
と
は
偽
善
で
あ
り
、
富
め
る
者
の
国
会
で
あ
り
:
:
:
働

く
人
び
と
に
と
っ
て
の
専
制
君
主
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
虎
が
虎
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
資
本
主
義
は
資
本
主
義
で
あ
る
。
両
者
は

(
8
)
 

弱
者
に
た
い
し
野
蛮
で
あ
り
、
冷
酷
で
あ
る
」
と
。

と
こ
ろ
で
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
の
運
動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
後
は
し
ば
ら
く
の
問
、
平
穏
な
時
期
を
迎
、
え
る
。
こ
れ
に
た

い
し
社
会
主
義
政
党
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
、
大
戦
中
に
新
し
い
動
き
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
一
一
年
九
月
に
社
会
民
主
連
盟

ω
。nEH)ぬ
5
0
n
E片

付

m，
a
o
E巴
O
ロ
を
主
要
な
構
成
団
体
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
切
江
広
島

ω
S
E
E
-
ν
山
門
片
山
可

(
B
S
P
)
が
樹
立
さ
れ
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た
が
、
こ
の
党
は
一
七
年
三
月
に
は
ロ
シ
ア
で
お
こ
っ
た
革
命
の
勃
発
を
歓
迎
す
る
。
社
会
党
は
独
立
労
働
党

(
I
L
P
)
と
一
緒
に
統
一

社
会
主
義
者
評
議
会
巴
巳

HEωcnE-m門

(
U
O

ロ
R
口
を
結
成
し
、
同
年
六
月
に
リ
l
ズ
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
評
議
会
の
大
会
に
お
い
て
は
、

(9) 

ロ
シ
ア
を
モ
デ
ル
と
し
た
労
働
者
・
兵
士
評
議
会
を
結
成
す
る
提
案
が
歓
呼
賛
同
の
叫
ぴ
の
中
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
党
内
に
お
け
る
革
命
へ
の
強
烈
な
期
待
は
、
リ
ー
ズ
の
大
会
で
選
出
さ
れ
た
臨
時
執
行
部
の
一
員
ケ
ル
チ

(
B
S
P
)
が
大
会
の
直
後
、

(
日
)

イ
ギ
リ
ス
社
会
党
の
機
関
紙
に
「
社
会
革
命
の
時
が
わ
れ
わ
れ
に
近
づ
い
て
い
る
」
と
執
筆
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
一
七
年
一
一
月
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
に
一
層
、
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
党
は
、

ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
に
た
い
す
る
連
告
を
表
明
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
先
頭
と
し
た
資
本
主
義
列
強
に
よ
る
革
命
へ
の
干
渉
に
反
対
す
る
行
動

一
八
年
一
月
に
、
こ
の
党
は
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
る
|
|
「
革
命
が
圧
殺
さ
れ
た
な
ら
ば
、

を
呼
び
か
け
た
。

そ
れ
と
と
も

に
す
べ
て
の
国
に
お
け
る
民
主
主
義
へ
の
希
望
も
圧
殺
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
国
の
労
働
者
は
、

ロ
シ
ア
を
救
出
し
、
ま
た
自
分
自
身
を
も
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(
日
)

救
出
す
る
た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
は
、

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
救
援
を
呼
び
か
け
る
と
と

も

レ
ー
ニ
ン
の
著
作
の
翻
訳
や
ロ
シ
ア
革
命
に
関
す
る
小
冊
子
を
刊
行
し
た
。
だ
が
こ
の
種
の
活
動
は
、
警
察
の
き
び
し
い
取
り
締

り
を
受
け
る
結
果
と
な
り

一
八
年
一
月
に
は
『
ロ
シ
ア
の
呼
び
か
け
」
と
題
す
る
数
千
部
の
小
冊
子
が
没
収
さ
れ
、
ま
た
一

O
月
に
は

(ロ)

レ
l
ニ
ン
の
『
ロ
シ
ア
革
命
の
教
訓
』
と
題
す
る
著
述
が
同
じ
く
没
収
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
へ
の
連
帯
の
立
場
を
表

明
す
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
は

一
九
年
に
な
る
と

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
加
入
を
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
党
は
一
九
一
九
年
を
通
じ
て

ロ
シ
ア
に
た
い
す
る
連
合
国
の
干
渉
に
抗
議
す
る
集
会
の
開
催
に
尽
力
し
た
。
こ
の
年
の
六

月
に
、
党
は
の
ち
に
ふ
れ
る
社
会
主
義
労
働
党
∞

RE--m門
戸
田

σ。
R
司

R
q
a口
以
)
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
社
会
主
義
団
体
と
共
同
し
て
、

ロ
シ
ア
お
よ
ぴ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
へ
の
干
渉
に
反
対
す
る
た
め
の
二
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
施
を
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に

は
数
千
人
の
南
ウ
ェ

l
ル
ズ
の
炭
坑
労
働
者
が
呼
応
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
六
月
に
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
は
労
働
者
社
会
主

義
連
盟
君
。
円
}
内
常
的
ぷ
2
5
Z
2
F込
qmw昨

日

C
D
と
共
同
で
、
ロ
シ
ア
へ
の
干
渉
か
ら
予
を
引
か
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
全
国
的
な
委
員
会
を
結

(
日
)

成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二

O
年
春
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
か
つ
て
の
領
土
の
回
復
を
め
ざ
し
て
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
進
攻
を
開
始
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
需
品
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
支
援
の
た
め
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
五
月
一

O
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
港
湾
労
働
者
は
ジ
ョ
リ
・

(
日
比
)

ジ
ョ
ー
ジ
号
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
向
け
軍
需
物
資
の
積
荷
作
業
を
行
う
こ
と
を
拒
否
し
た
。
こ
の
こ
と
も
、
こ
の
当
時
、

一
般
の
労
働
者
の

聞
に
躍
っ
て
い
た
親
ソ
的
感
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
い
ま
一
つ
の
急
進
的
な
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
社
会
主
義
労
働
党
の
動
向
に
も
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
党
は
ハ
イ
ン
ド
マ

ン
(
社
会
民
主
連
盟
)
の
政
策
を
妥
協
的
と
み
な
し
て
不
満
を
い
た
だ
き
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
社
会
主
義
労
働
党

ωRU--m門
戸
与
耳
目

V
R
q
え

〉

B
R円

g
の
指
導
者
デ
・
レ
オ
ン
の
主
張
に
影
響
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
連
盟
の
四
支
部
に
よ
っ
て
、

(
日
)

月
に
創
立
さ
れ
た
。

一
九

O
三
年
四



こ
の
党
は
産
業
別
労
働
組
合
樹
立
の
原
則
を
揚
げ
て
、
主
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ド
河
沿
岸
地
域
の
機
械
工
業
労
働
者
の

聞
で
戦
闘
的
な
活
動
を
つ
づ
け
、
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
別
労
働
者
」

F
E
aユ
色
巧

2
E
B
え
の
括
主
回
ユ
片
山
吉
と
い
う
組
織
を
結
成
し
て
、

自
陣
営
へ
の
労
働
者
の
獲
得
に
尽
力
し
た
。
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
別
労
働
者
」
は
一
九
一
一
年
ま
で
に
一
万
人
の
労
働
者
を
組
織
で
き
た
が
、

同
年
は
じ
め
ク
ラ
イ
ド
沿
岸
の
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
工
業
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
指
導
に
失
敗
し
て
か
ら
は
衰
退
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
産
業

さ
ら
に
党
の
何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
は
、
第
一

(
日
)

次
世
界
大
戦
中
に
は
ク
ラ
イ
ド
河
岸
地
域
の
工
場
の
職
場
委
員
岱
o
u
m
Z
4
5邑
へ
選
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
戦
中

別
労
働
組
合
の
結
成
と
い
う
方
針
は
、

そ
の
後
も
社
会
主
義
労
働
党
に
よ
っ
て
堅
持
さ
れ
、

に
は
党
は
反
戦
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
ク
ラ
イ
ド
河
岸
地
域
で
活
躍
し
、

一
九
一
七
年
の
一
一
月
に
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
が
お
こ
る

と
、
そ
の
成
功
を
歓
迎
し
た
。
し
か
も
翌
年
二
一
月
の
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
社
会
主
義
労
働
党
は
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命

(口)

と
ソ
ヴ
ェ
ト
体
制
の
支
持
を
呼
び
か
け
る
宣
伝
活
動
を
行
う
。
た
だ
し
一
九
年
一
月
に
、
こ
の
党
が
第
一
一
回
党
大
会
を
開
催
し
た
時
、

11-イギリス・ファシスティの登場と挫折

党
員
数
は
一
五

O
O人
ほ
ど
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

な
お
ク
ラ
イ
ド
河
岸
地
域
に
お
け
る
社
会
主
義
労
働
党
の
活
動
と
並
ん
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
地
域
の
労
働
者
運
動
の
急

進
的
性
格
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
一
五
年
二
月
に
は
、
ク
ラ
イ
ド
河
岸
の
八

O
O
O
人
か
ら
一
万
人
に
の
ぼ
る
機
械
工
業
労
働
者
が

(
認
)

二
週
間
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
し
た
が
、
こ
の
地
域
の
工
場
に
就
業
す
る
多
数
の
職
場
委
員
は
、
「
ク
ラ
イ
ド
労
働
者
委
員
会
」

Q
E
0
4司
2
w
o
a
.
n
o
B
B宮
2
(指
導
者
は
の
ち
の
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
の
指
導
者
ギ
ャ
ラ
ハ

l
)
を
結
成
し
て
、
機
械
工
業
の
経
営
を
麻
庫
さ
せ

る
活
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
ま
た
彼
ら
の
活
動
は
、
職
場
問
題
に
の
み
限
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
一
五
年
間
を
通
じ

て
、
こ
の
委
員
会
は
家
賃
の
値
上
が
り
に
抗
議
す
る
労
働
者
の
妻
た
ち
の
運
動
に
協
力
し
、
こ
の
年
の
一
一
月
に
家
賃
不
払
い
の
理
由
で

多
数
の
労
働
者
が
裁
判
所
へ
召
喚
さ
れ
た
時
、

そ
れ
に
抗
議
す
る
妻
た
ち
の
行
進
に
は
、

工
場
か
ら
の
労
働
者
の
隊
列
も
参
加
し
た
。
そ

し
て
裁
判
所
の
外
側
で
開
催
さ
れ
た
大
衆
集
会
に
お
い
て
は
、
政
府
が
家
賃
を
戦
前
の
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
る
措
置
を
講
じ
な
い
な
ら
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ば
、
ク
ラ
イ
ド
河
沿
岸
の
工
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
す
る
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。
こ
れ
が
家
賃
制
限
法
見

g仲

間

N
B
E
2
2ロ
〉
♀
(
一

(
刊
日
)

九
一
五
年
)
制
定
の
背
後
に
あ
る
事
態
で
あ
っ
た
。

労
働
者
の
聞
に
お
け
る
「
ク
ラ
イ
ド
労
働
者
委
員
会
」
の
威
信
は
高
く
、

か
つ
影
響
力
も
大
き
か
っ
た
の
で
、

一
九
一
五
年
一
二
月
に

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
(
当
時
、
蔵
相
)
と
ア

i
サ
l
・
へ
ン
ダ

l
ス
ン
(
労
働
組
合
会
議
〔
T
U
C
〕
書
記
長
、
当
時
、
文
相
)
が
ク
ラ
イ
ド
河
岸

地
域
を
訪
問
し
、
政
府
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
し
か
し
一
行
は
労
働
者
の
露
骨
な
敵
意
に
迎
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
た
他
方
で
は
、
こ
の
「
ク
ラ
イ
ド
労
働
者
委
員
会
」
の
指
導
者
に
た
い
し
て
は
、
き
ぴ
し
い
取
り
締
ま
り
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
ム

l
ア
と
ギ
ャ
ラ
ハ

i
は
、
こ
の
委
員
会
の
機
関
紙
『
労
働
者
』
吋
}
席
者

2
w
q
の
第
四
号
に
「
労
働
者
は
武
装
す
べ
き
で
あ

る
か
」
と
い
う
論
説
を
執
筆
し
た
廉
で
一
六
年
二
月
に
逮
捕
さ
れ
、

ま
た
マ
ク
ス
ト
ン
と
ジ
ミ

l
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
同
じ
く
動
乱
を
教

唆
し
た
と
の
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
六
年
三
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
理
由
に
、

(
加
)

れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
に
は
、
し
ば
ら
く
の
問
、
平
穏
な
時
期
が
支
配
す
る
。

一
O
人
の
職
場
委
員
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
か
ら
追
及
さ

だ
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
こ
の
地
域
は
再
び
緊
迫
し
た
情
勢
を
迎
え
る
。
す
な
わ
ち
一
九
一
九
年
一
月
二
四
日
に
「
ク
ラ
イ
ド

労
働
者
委
員
会
」
は
、
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
労
働
評
議
会
」
色
包
括
。
者
叶

E
号
(
U
C
E
色
と
合
同
で
、
予
想
さ
れ
る
失
業
の
増
大
を
阻
止
す
る
た

め
に
週
四

0
時
間
へ
の
労
働
時
間
の
短
縮
を
要
求
し
、
造
船
業
・
機
械
工
業
・
金
属
業
の
労
働
者
た
ち
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
決

行
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
訴
え
に
応
じ
て

一
月
二
八
日
ま
で
に
一

O
万
人
の
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
、
前
述
の
二
つ
の
委
員

会
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
合
同
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
は
情
報
紙
を
発
行
し
た
が
、

そ
の
部
数
は
一
日
だ
け
で
二
万
部
に
も
達
し
た
。
さ
ら

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
お
い
て
五
万
人
の
参
加
す
る
抗
議
行
進
が
行
わ
れ
、
市
庁
舎
が
一
時
、
占
拠
さ
れ
て
そ
の
屋
上
に

(
幻
)

は
赤
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
六
日
間
、
継
続
し
た
だ
け
で
失
敗
に
お
わ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

に
一
月
三
一
日
に
は
、

の
世
論
に
は
社
会
主
義
に
た
い
す
る
、
大
き
な
恐
怖
感
を
呼
ぴ
お
こ
す
の
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。



さ
ら
に
一
九
二

O
年
七
月
に
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
体
制
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
賛
成
を
統
一
の
た
め
の
三
条
件
と
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
を
主
た
る
構
成
要
素
と
し
、
彼
ら
と
共
産
主
義
統
一
集
団

(
U
O
B
B
Z
E
m同
巴
巳
々
の
B
Z℃
(
社
会
主
義
労
働
党
の
一
部

の
党
員
か
ら
構
成
)
な
ど
が
合
同
し
た
イ
ギ
リ
ス
共
産
党

n
c
B
B
Z
E印
仲
間
V

山
門
片
山
、
え
の
自
主
∞
ユ
宮
山
口
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
党
の
出
現
は
、

ロ
シ
ア
を
襲
っ
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
の
波
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
及
ぶ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
不
安
感
を
一
層
、
大
き
く
か
き
た
て

(
幻
)

た
。
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
の
の
ち
の
党
勢
不
振
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
誰
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
、

さ
ら
に
あ
ら
た
な
不
安
材
料
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
は
労
働
組
合
の
急
進
的
な
運
動
に
あ

13一一一イギリス・ファシスティの登場と挫折

ら
わ
さ
れ
る
労
働
不
安
の
再
燃
で
あ
っ
た
。
ペ
リ
ン
グ
は
「
戦
後
初
期
の
時
期
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
大
き
な
産
業
不
安
と
労
働
組
合

(
お
)

の
戦
闘
性
と
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、
ま
た
デ
マ
レ
は
「
政
府
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
危
機
的
な
年
は
、
一
九
一
九
年
で
あ

(M) 

っ
た
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
「
大
抵
の
政
府
官
僚
と
使
用
者
に
脅
威
を
与
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
党
、
社
会
主
義
労
働
党
、
形
成
途
上

(
お
)

に
あ
っ
た
共
産
党
で
は
な
く
、
労
働
組
合
と
そ
の
組
織
で
あ
っ
た
」
と
ま
で
主
張
し
て
、
あ
ら
た
な
局
面
の
ふ
く
む
深
刻
な
事
態
に
留
意

し
て
い
る
。

大
戦
後
に
お
け
る
労
働
組
合
の
動
向
に
つ
い
て
、

ま
ず
注
目
に
値
す
る
の
は
、

組
合
員
数
の
増
大
で
あ
る
。

デ
マ
レ
は
第
一
次
世
界
大

戦
中
に
イ
ギ
リ
ス
で
お
こ
っ
た
大
き
な
変
化
と
し
て
、
労
働
組
合
の
規
模
の
拡
大
を
あ
げ
て
お
り
、
彼
の
掲
げ
る
数
字
に
よ
る
と
、
組
合

(
お
)

員
数
は
一
九
一
三
年
の
四
一
八
万
九

0
0
0人
か
ら
一
九
年
の
八

O
八
万
一

0
0
0人
へ
と
ほ
ぽ
二
倍
近
く
も
増
加
し
た
。
ま
た
別
の
数

(
幻
)

二
O
年
に
は
八
三
四
万
八

0
0
0人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
以
上

{
子
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
数
は
一
三
年
に
は
四
二
二
万
五

0
0
0人、

に
特
筆
に
値
す
る
の
が
、
直
接
行
動
(
ス
ト
ラ
イ
キ
)
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
労
働
運
動
の
戦
闘
性
の
高
ま
り
で
あ
り
、
争
議
に
よ
る
喪
失
労
働

日
数
は
、
大
戦
前
の
一
一
年
と
一
一
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一

O
一
六
と
四
O
八
九
万
で
あ
っ
た
が
、
大
戦
後
の
一
九
年
に
三
四
九
七
万
、

一
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(
お
)

年
に
は
八
五
八
七
万
へ
と
増
大
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に

一
九
一
九
年
一
月
、

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
に
随
伴
し
て
お
こ
っ
た
市
庁
舎
の
占
拠
は
、
軍

隊
に
よ
り
た
だ
ち
に
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
の
あ
と
に
は
鉄
道
勤
務
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
、
電
気
産
業
に
就
業
す
る
機
械
業
労
働

(
却
)

者
や
ロ
ン
ド
ン
の
地
下
鉄
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
新
し
い
争
議
が
つ
づ
い
た
。
た
だ
し
こ
の
当
時
、
政
府
や
経
営
者
が
も
っ
と
も

恐
れ
た
の
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
労
働
者
連
盟

E
E
q
m
u
p弘
o
E巴
C
ロ
丘
の
括
主
∞
岳
山
宮
(
宮
司
(
出
、

一
八
八
九
年
樹
立
)
、
「
全
国
鉄
道
従

業
員
同
盟
」

Z
m
E
C
E
Z
K号
ロ
丘
閉
山
山
口
当
者

B
8
2
d問
、
一
九
一
三
年
樹
立
)
全
国
運
輸
労
働
者
連
盟
」

Z
主
O
B
Z，
5
5
3円件当
2
z
g
w

一
九
二
年
樹
立
)
聞
に
結
成
さ
れ
た
三
者
同
盟
吋
丘
署
『
〉

E
E
B
-
-
一
九
一
四
年
四
月
に
三
者
間
に
提
携

(
初
)

の
折
衝
開
始
|
|
の
動
向
で
あ
り
、
こ
の
三
大
労
働
組
合
に
よ
る
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。

m，
σ己
巾

E
t
c
D
(
Z吋
者
句
、

こ
の
コ
一
者
同
盟
加
入
の
労
働
組
合
の
中
で
も
っ
と
も
戦
闘
的
で
あ
っ
た
の
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、

一
九
年
か
ら
二
四
年
の
間
に
お
け
る
年
平
均
の
喪
失
労
働
日
数
が
三
二

O
O万
(
ち
な
み
に
こ

1
一
四
年
間
は
一
七
七
O
万
)
で
あ
り
、
そ
の

(
出
)

う
ち
七

O
%ま
で
が
炭
坑
業
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
連
盟
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
炭

坑
の
国
有
化
を
要
求
し
て
い
た
が

一
九
年
二
月
一
二

i
一
三
日
に
か
け
て
の
大
会
で
、

一二

O
%
の
賃
金
の
増
額
、
六
時
間
労
働
日
の
実

施
、
炭
坑
の
固
有
化
を
求
め
、
政
府
|
|
こ
の
当
時
、
炭
坑
業
へ
の
国
家
統
制
を
行
っ
て
い
た
ー
ー
ー
が
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
認
め
な
い
場

合
に
は
、
全
国
ス
ト
ラ
イ
キ
の
突
入
を
め
ぐ
る
賛
否
の
投
票
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
当
時
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
内
閣
は
、
妥
協
案

を
提
示
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
防
止
に
努
め
た
が
、
二
月
一
五
日
に
は
投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成
六
一
万
票
、

(
泣
)

突
入
が
決
定
さ
れ
た
。

反
対
一

O
万
票
で
ス
ト
ラ
イ
キ

」
れ
に
た
い
し
政
府
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
回
避
を
画
策
し

一
九
一
九
年
三
月
一
日
に
労
働
者
・
炭
坑
所
有
者
・
公
益
代
表
の
三
者
か
ら

構
成
さ
れ
る
サ
ン
キ

l
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
固
有
化
・
賃
金
問
題
を
審
議
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
同
年
の
六
月
に
、
こ
の
委
員
会
は



内
部
の
意
見
対
立
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
よ
う
な
報
告
書
を
提
出
し
た
が
、

そ
れ
は
労
働
者
代
表
の
完
全
国
有
化
案
か
ら
所
有
者
側
の
私

有
案
ま
で
を
含
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
内
閣
は
、
こ
の
よ
う
な
意
見
対
立
を
口
実
に
、

八
月
一
八
日
に
固
有
化
案
を
拒

否
し
て
し
ま
う
。
こ
の
動
き
に
憤
っ
た
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
は
、
「
労
働
組
合
会
議
」

(
T
U
C
)
に
支
援
を
要
請
す
る
が
、
後
者
は
す
で
に

一
九
年
の
三
月
に
石
炭
産
業
の
即
時
国
有
化
を
要
求
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
労
働
組
合
会
議
」
は
、
同
年
一
二
月
に
は
「
炭
坑
を
国
民
へ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
揚
げ
て
、
宣
伝
活
動
に
取
り
込
む
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

翌
年
の
三
月
に
臨
時
大
会
を
開
催
し
て
、
固
有
化
実
現

の
た
め
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
の
賛
否
を
問
う
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
こ
の
大
会
で
は
、
「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
な
ど
の
反

(
お
)

対
に
よ
り
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
案
は
否
決
さ
れ
、
代
っ
て
議
会
活
動
に
よ
る
固
有
化
実
現
の
方
針
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で

は
、
三
者
同
盟
は
そ
の
効
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
三
者
同
盟
を
構
成
す
る
労
働
組
合
の
動
き
に
は
、
や
は
り
憂
慮
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
全
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国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
が
商
務
相
サ
l
・
オ

l
ク
ラ
ン
ド
・
ゲ
ッ
デ
ィ
ス
の
賃
金
切
り
下
げ
方
針
に
抗
議
し
て
、

一
九
一
九
年
九
月
二
六

日
か
ら
全
国
的
規
模
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
す
る
と
、
政
府
の
産
業
不
安
委
員
会
(
一
九
年
二
月
創
設
、
の
ち
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
と
名

称
を
変
更
)
を
ま
か
さ
れ
た
サ
!
・
エ
リ
ク
・
ゲ
ッ
デ
ィ
ス
は
、
生
活
必
需
品
の
供
給
の
た
め
の
道
路
輸
送
の
子
筈
を
整
え
、
ま
た
列
車
運

(
悩
)

行
や
ト
ラ
ッ
ク
運
転
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
鉄
道
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
い
か
に
政
府
に
と
っ
て
脅
威
の
的

で
あ
っ
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、

七
日
間
つ
づ
い
た
だ
け
で
終
了
し
た
が
、

た
だ
し
ス
ト
ラ
イ
キ
の

終
結
に
あ
た
っ
て
は
「
全
国
運
輸
労
働
者
連
盟
」
や
そ
の
ほ
か
の
労
働
組
合
か
ら
構
成
さ
れ
た
交
渉
委
員
会
の
調
停
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
委
員
会
は
、
連
帯
ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
辞
さ
せ
な
い
と
い
う
強
硬
な
態
度
を
と
り
つ
つ
、

(
お
)

年
度
に
も
継
続
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
協
定
の
土
台
を
築
き
あ
げ
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

現
行
の
賃
金
率
を
翌

翌
一
九
二

O
年
は
、

五
月
に
お
け
る
ジ
ヨ
リ
・
ジ
ョ
ー
ジ
号
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
向
け
軍
備
品
の
積
荷
拒
否
と
い
う
事
件
に
よ
り
注
目
さ



第11巻 1号一一16

れ
る
が
、
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
は
政
府
に
賃
金
の
増
額
を
要
求
し
て
対
立
し
、
同
年
一

O
月
一
六
日
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
こ

の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
と
「
全
国
運
輸
労
働
者
連
盟
」
も
同
調
の
構
え
を
見
せ
た
の
で
、
危
機
を
感
じ
た
政
府

は
一
方
で
は
た
だ
ち
に
議
会
に
非
常
事
態
法
を
可
決
せ
し
め
て
(
一

O
月
二
九
日
)
、
生
活
必
需
品
の
供
給
を
確
保
す
る
の
に
必
要
な
権
限

を
子
に
入
れ
、
他
方
で
は
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
に
六
か
月
の
期
限
つ
き
で
賃
金
の
引
き
上
げ
を
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
ス
ト
ラ

ペ
リ
ン
グ
の
評
価
に
よ
れ
ば
「
ス
ト
ラ
イ
キ
の
比
較
的
早
期
の
終
結
は
『
三
者
同

イ
キ
は
一
一
月
三
日
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

(
お
)

盟
』
の
勢
力
を
有
効
に
示
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
デ
マ
レ
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
非
常
事
態
法
を
通
過
さ
せ
る
口
実
を
政
府

(
幻
)

に
与
え
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
三
者
同
盟
の
実
力
行
使
に
た
い
す
る
脅
威
は
、
大
き
か
っ
た

の
で
あ
る
。

他
方
で
一
九
二

O
年
に
は
じ
ま
る
経
済
不
況
は
、
石
炭
業
に
お
け
る
労
使
関
係
を
よ
り
一
一
層
、
険
悪
な
も
の
た
ら
し
め
た
。
二
一
年
三

月
三
二
日
に
政
府
が
戦
時
中
か
ら
つ
づ
い
た
石
炭
業
へ
の
国
家
統
制
を
解
除
す
る
と
、
炭
坑
所
有
者
は
大
幅
な
賃
金
の
引
き
下
げ
を
要
求

し
て
「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
と
対
立
し
、
後
者
が
賃
下
げ
を
拒
否
す
る
と
、
炭
坑
労
働
者
を
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
す
る
措
置
に
訴

え
た
。
こ
の
事
態
に
た
い
し
、
「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
と
「
全
国
運
輸
労
働
者
連
盟
」
は
、
四
月
二
ハ
日
を
期
し
て
連
帯
ス
ト
ラ
イ
キ

に
突
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
三
者
同
盟
は
再
び
威
力
を
発
揮
す
る
か
に
み
え
た
。
こ
の
脅
威
を
予
想
し
て
、

政
府
機
関
で
あ
る
供
給
・

運
輸
委
員
会

ωロ
℃
℃
ぽ
可

ωロ門
H
H，
E
ロ
告
。
え
(
リ
O
B
B
-
2
2
3吋
の
さ
き
に
の
べ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
を
改
組
し
て
成
立
)
は
、
一
二
月
一
一
一
一
日
と
い

う
早
目
の
時
点
で
会
議
を
聞
い
て
非
常
事
態
の
発
布
の
手
筈
を
整
え
、

(
お
)

遣
な
ど
の
準
備
を
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
運
輸
手
段
の
確
保
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、
軍
隊
の
派

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
で
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
は
、

四
月
一
六
日
の
直
前
に
政
府
と
協
議
を
行
っ
た
。
前
者
は
一
方
的
に

こ
の
会
談
を
打
ち
切
っ
た
が
、
四
月
一
五
日
(
金
曜
日
)
に
「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
は
協
議
の
再
開
を
申
し
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
炭



坑
労
働
者
連
盟
」
が
こ
の
提
案
を
拒
否
す
る
と
、
「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
と
「
全
国
運
輸
労
働
者
連
盟
」
は
、
連
帯
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
す
る
こ
と
を
取
り
消
し
た
。
こ
れ
が
「
暗
い
金
曜
日
」

E
R
W
E
aミ
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」

は
、
こ
の
日
以
後
、
孤
立
し
た
闘
争
を
継
続
し
た
が
、
六
月
下
旬
に
は
力
が
つ
き
、
大
幅
な
賃
金
切
り
下
げ
を
受
け
い
れ
る
こ
と
と
な
っ

(
鈎
)

た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
三
者
同
盟
は
解
体
を
迎
え
、
そ
の
威
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
が
、
た
だ
し
政
府
は
非
常
事
態
を
四
月
八

(
却
)

日
に
布
告
し
、
三
者
同
盟
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
拡
大
を
予
想
し
て
、
軍
隊
の
動
員
と
い
う
対
抗
措
置
を
準
備
し
て
い
た
。
こ
の
措
置
は
、

三
者
同
盟
の
動
向
が
依
然
と
し
て
政
府
の
危
機
意
識
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
暗
い
金
曜
日
」
と
三
者
同
盟
の
解
体
に
経
済
不
況
が
重
な
っ
た
た
め
、
労
働
不
安
は
し
ば
ら
く
の
問
、
鎮
静
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

だ
が
そ
う
は
い
っ
て
も
、

一
九
二
四
年
一
月
に
は
一
一
万
人
が
参
加
す
る
港
湾
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
り
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は

突
入
の
三
日
後
に
は
解
決
し
た
が
、
当
時
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
は
生
活
必
需
品
の
輸
送
の
た
め
に
、
軍
隊
を
動
員
す
る
手
筈
を
整
え
た
。
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さ
ら
に
そ
の
数
週
間
後
に
は

ロ
ン
ド
ン
の
市
電
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
、
ま
た
地
下
鉄
労
働
者
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
す
る

(
H
U
)
 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
は
、
非
常
事
態
を
布
告
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
二
五
年
に
な
る
と
、
「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
は
炭
坑
所
有
者
側
か
ら
の
あ
ら
た
な
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
同
年
六
月
末
に
「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
所
有
者
連
盟
」
冨
庄
ロ
m
〉
8
2
U巳
O
ロ
丘
の
話
巳
∞
ユ
E
Z
が
イ
ギ
リ
ス
産
石
炭
の
輸
出
増
進

の
た
め
、
賃
金
の
切
り
下
げ
と
労
働
時
間
の
延
長
(
七
時
間
制
か
ら
八
時
間
制
へ
)
を
提
案
す
る
と
、
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
は
七
月
二
日
に
こ

れ
を
拒
否
し
、

一
O
日
に
上
部
機
関
で
あ
る
「
労
働
組
合
会
議
総
評
議
会
」
に
支
援
を
申
し
入
れ
た
。
総
評
議
会
は
、
こ
の
要
請
を
受
け

い
れ
、
二
五
日
に
は
鉄
道
・
運
輸
・
海
員
の
諸
組
合
の
全
固
執
行
部
を
集
め
て
会
議
を
開
催
し
、
炭
坑
所
有
者
に
よ
る
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト

が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は

一
切
の
石
炭
輸
送
を
阻
止
す
る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
た
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
先
、
従
来
の
「
全
国
運
輸
労

働
者
連
盟
」
に
代
っ
た
「
運
輸
・
一
般
労
働
者
同
盟
」
叶

5
5吉
見
向
足
。

g
q巴
当
2
5
a
.
C巳
8

3の
要
。
)
は
、

七
月
こ

O
日
に
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そ
の
代
議
員
大
会
で
、
炭
坑
労
働
者
支
援
の
た
め
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る
権
限
を
、
執
行
部
に
与
え
る
と
い
う
決
議
を
行
い
、
ま
た

「
全
国
鉄
道
従
業
員
同
盟
」
も
炭
坑
労
働
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
さ
ら
に
七
月
三

O
日
に
は
、
「
労
働
組
合
会
議
」
加
盟
の
労

働
組
合
執
行
部
の
特
別
大
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
は
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
の
際
に
お
け
る
石
炭
輸
送
血
止
に
つ
い
て
の
「
労
働
組
合

会
議
総
評
議
会
」
の
先
述
の
決
定
が
承
認
さ
れ
、
こ
の
総
評
議
会
に
ス
ト
ラ
イ
キ
指
令
を
発
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
日

の
夕
刻
に
、
労
働
組
合
会
議
本
部
は
七
月
三
一
日
深
夜
以
後
、
す
べ
て
の
石
炭
輸
送
の
血
止
を
要
請
す
る
文
書
を
加
盟
組
合
に
送
付
し
た

が
、
鉄
道
従
業
員
組
合
や
「
運
輸
・
一
般
労
働
者
同
盟
」
の
指
導
部
は
、
こ
の
文
書
に
署
名
し
た
。
こ
れ
は
三
者
同
盟
の
復
活
と
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
政
府
は
驚
き
、
仲
裁
に
の
り
だ
す
。
す
な
わ
ち
七
月
コ
二
日
の
金
曜
日
に
、
当
時
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
首
相
は
公

式
声
明
を
発
表
し
、
炭
坑
所
有
者
に
た
い
し
賃
金
切
り
下
げ
と
労
働
時
間
延
長
を
撤
回
さ
せ
る
代
り
に
、
政
府
に
よ
る
九
か
月
間
の
一
時

的
補
助
金
の
支
給
を
申
し
い
れ
、
そ
の
聞
に
石
炭
業
の
状
態
を
王
立
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
せ
し
め
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
労
使
双
方
は

こ
の
提
案
を
受
け
い
れ
、
事
態
は
収
拾
さ
れ
た
が
、
こ
の
労
働
組
合
側
の
勝
利
の
日
に
た
い
し
『
デ
イ
リ
ー
-
へ
ラ
ル
ド
』
紙
は
「
赤
い

(
H
H
}
 

金
曜
日
」

5
a
E仏
者
と
い
う
呼
名
を
与
え
た
。
三
者
同
盟
を
構
成
し
て
い
た
三
大
労
働
組
合
の
威
力
は
、
や
は
り
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
了
後
に
お
け
る
労
働
運
動
を
や
や
詳
細
に
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
が
出
現

(
必
)

し
た
背
景
に
は
、
革
命
政
党
の
登
場
や
労
働
不
安
と
い
う
事
態
の
ひ
ろ
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
g
g
a佐
沼
巾

R
E
S
-
R吋
E

Fロ田市
O
Z
H
B一
宮
昆
吉
向
。
目
白
印
可

JEm--∞F
d『
R
Eロ肉
l
Q担
問
田
口
同
町
田
仲
宮
町

0
5
同
町
四
百
円
印
件
巧

2
5
4『
戸
山
口
一

〉
ヨ
巾
江
口
白
ロ
回
目
印
件
。
江
口
丘
一
河
内
乱
巾
当
・
〈
。

?
3・
HSN・目
u
・
5AE-

(
2
)

目
立
仏
.
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(
的
)

R
o
l
a
n
d
 V.Sires

，
 La
b
o
r
 Unrest in 

E
n
g
l
a
n
d
 1910-1914

，
 in: 

Journal of E
c
o
n
o
m
i
c
 History

，
 Vo
I.
15

，1955
，

 p.246 

(
叩
)

Ibid.
，
 p. 253. 

(
∞
)
 

H
e
n
r
y
 Pelling

，
 A
 History of British T

r
a
d
巴
U
n
i
o
n
i
s
m
(
H
a
r
m
o
n
d
w
o
r
t
h
，

 1976) r築
基

ャ
社
=
-
-
t
<
余
寧
認
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照
菰
似
，
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糧
皇
室
蛍
・
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峨
信
(
阪
社
製
健
康
草
壁
:
;
\
:
]
.

1
~
<
1
1
岬ー
r

1
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(
坦
)
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，

 De
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 revolutionare Syndikalismus 

in 
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Arbeiterbewegung 

1900-1914
，

 in: 
W
o
l
f
g
a
n
g
 
J. 

M
o
m
m
s
e
n
 u
.
H
a
n
s
-
G
e
r
h
a
r
d
 H
u
s
u
n
g
 (Hgs.)

，
 Au
f
 d
e
m
 W
e
g
e
 zur M

a
s
s
e
n
g
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
 (Stuttgart

，
 1984)

，
 S.339. 

(t--) 
Sires

，
 op.ci

t.， 
p.258 

(
∞
)
 
M
e
a
c
h
a
m
，

 op.ci
t.， 

p.1347. 

(
∞
)
 

H
e
n
r
y
 Pelling

，
 A
 Short History of the L

a
b
o
u
r
 Party (

L
o
n
d
o
n
，

 1965) 
rャ
術
=
-
-
t
<
~
-
R
寧
斜
E
;
~
組
ぽ

j
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1
fr話
(
国
特
括
性
緯
ギ
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1
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叶
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 I. 
M
.
 Macfarlane

，
 T
h
e
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o
m
m
u
n
i
s
t
 Party: Its 

Origin a
n
d
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 until 

1929 
(Lon 

d
o
n
，

 1966)
，

 p.2
1. 

(;::;) 
Macfarlane

，
 op.ci

t.， 
p.2

1. 
.;!~__)=---'t< E

;
+
<
併
や
捌
司
杓
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.
;
.
;
!
題

OÞI~-
R
寧
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E
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入
て
ー
'
い
お
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ミ
必
t
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入
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寸
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.
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L
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町
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ト
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総
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目
5ELと

菰
(
E
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漏
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社

1
0
m
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:
医
製

Q
醤
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者
互
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糧
E
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J
士f

余
毒
副
知
・
制
(
判
佑
総
司
目
立
週
ト
よ
命
令
-
(
Ò
~
1
l
l
1
~
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γ
柑
J
~
~
0
'

ササ-6+J
W京
側
E
;
~
-
R
重
室
井
甲
要
護
1よ
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~
~
t
-
Q
君
事
濯
今
年

J.
w
や
.
w
E
;

~
.
w
お
二
人
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子
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(
Ò
~
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越
お
先
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権
与
ミ
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判
_
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'
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1
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綿
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1鰹
司
円
台
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ど
心
岳
会
'
r
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(ibid)
。

(
口
)

Ibid 

(
ロ
)

Ibid.
，

 p.22. 

(
ロ
)

Ibid.
，

 p.23. 

(，::;) 
O( 
=--入、，

i
~
~
信
仰
'
く
1
1
γ
-

，λ
。

(
巴
)

Macfarlane
，

 op.ci
t.， 

p.24. 

(;::) 
Ibid.

，
 p. 27. 

(
口
)

Ibid.
，
 pp. 2

8
-
2
9
 

(
~
)
 

'
(
:
:
-
-
入
、
『
ヤ
社
=
-
-
t
<
余
寧
題
。
照
議
丑
~
r

1
伊
-¥-)-1

伊ロミ
O(
_
~
λ

。
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(
川
口
)
冨
R
P
円

-gm・
8
2
T
℃
品
H
U
H
V
2
q
H
)
9
2
F
者
向
自
己
H
J
a
R
E
5
F
E
E
S
E
-
5
8
(
F
O
E
S
Z
回
一
-
W
5
5
・
u
・
ω
N
唱
さ

(
初
)
冨
恒
三
白
ユ
白
5
・
0
℃
己
丹
-
w
宅
ム
H
l
お
ペ
リ
ン
グ
、
前
掲
訳
書
、
一
八

0
1
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
冨
同
門
町
白
円
-
s
p
o
u
-
円
山
f
E
-
b
s
一
∞
R
E
l
E『

m
B
4弓
巾
E
7
0
2汁
将
軍

H
N
2
0
-
ロ
己
C
ロ
《
5
e
z
z
R
d
R
B
ご
・
ω
3
R
B
Z
E
ロ
宮
口
問
巾
ロ

内
凶
巾
H
・
ω
可
巾
円
}
内
σ
9
2
間
口
口
問
5
0
2
g
n
F
E
ロ
門
山
口
口
門
同
開
口
問
]
白
ロ
a
H
S
∞
S
N
Y
山
口
一
〉
R
E
4
E
円
ω
O
N
-
包
問
巾
田
門
医
n
F
門
戸
回
仏
N
?
忌
∞
?
∞
-
N
H
・

(
幻
)
冨
山
門
町
田
門
目
白
門
戸
告
ロ
了
間
】
℃
・
印
a
l
g
・
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
」
な
い
し
「
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
に
よ
っ
て
偏
狭
な

セ
ク
ト
主
義
的
行
動
に
お
ち
い
り
、
独
立
労
働
党
や
「
労
働
組
合
会
議
」
と
の
接
点
を
喪
失
し
て
孤
立
化
し
た
。
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
の
勃
発

前
に
は
、
党
員
数
は
三

0
0
0
人
か
ら
四
0
0
0人
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
半
数
が
南
ウ
ェ
l
ル
ズ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
集
中
し
て
い
た
。
三

O
年
一
一
月
ま
で
に
党
員
数
は
さ
ら
に
減
少
し
、
二
五

O
O人
を
数
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
C
C
Z
ロ
芹
巾
4
8
印
O
ロ
伶
わ
宵
u
n
c
o
r
-
∞
ユ
S
E
E
P
巾

ワ
巾
匂
5
g
Z
R
∞
。
巳
巾
守
白
ロ
門
日
司
C
}
芹
片
印
S
N
由
l
s
ω
由
〔
出
向
-
0
4
〈
巾
片
山
戸
」
由
叶
吋
〕
噂
ち
-
E
ω
)
。
た
だ
し
別
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
党
の
メ
ン
バ
ー
数
は

三
0
1
コ
二
年
の
六

0
0
0
人
か
ら
三
四
年
の
一
万
八

0
0
0人
へ
と
増
大
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
増
加
は
労
働
者
党
員
の
そ
れ
で
は
な

く
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
興
隆
や
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
の
勃
発
に
危
機
意
識
を
触
発
さ
れ
た
中
産
階
級
出
身
の
知
識
人
の
入
党
に
負
う
て
い
る
と
い
う

(
富
山
3
E
P
H
間
宮
崎
∞
S
H
巾
白
ロ
己
ω
2
ぽ
守
・
∞
岳
山
岳
可
。
]
庄
内
包
自
己
ω
c
n
E
呂
田
ぢ
ミ
z
g
l
S
由
N
〔
円
O
E
C
D
巾
仲
田
]
噂
同
由
主
〕
唱
也
・
5
N
)
。

(
お
)
ペ
リ
ン
グ
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
歴
史
』
、
八
二
ペ
ー
ジ
。

(M)

閉
山
由
]
匂
}
戸
同
-
u
g
B
R
田
町
田
・
、
叶
げ
巾
切
円
淳
一
白
げ
の
O
〈
巾
E
B
巾
ロ
ベ
∞
∞
可
巳
}
内
σ
円
巾
同
}
ロ
ロ
向
。
吋
岡
田
口
町
田
昨
日
。
口
白
ロ
己
呂
田
口
}
内
町
口
弘
白
v
v
J
E
一
』
O
Z
円
ロ
巳
え
の
O
ロ
門
巾
日
ー

℃
C
円
白
ミ
回
目
印
件
。
門
戸
〈
c
-目
A
Y
S
ご
咽
℃
-
H
H
N

(
お
)
5
5
w
円
y
H
H
u
w
p
.
H
.

(
M
m
)

思
庄
司
匂
H
H
N

(
幻
)
ロ
巾
耳
目
戸
C
℃
・
門
戸
泊
四
)
H
8
・

(
お
)
ペ
リ
ン
グ
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
運
動
史
』
、
三
四
八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
一
一
年
の
数
字
は
八
ペ
ー
ジ
の
前
掲
数
字
と
異
な
っ
て
い
る
。

(
m
m
)

ロ
g
自
民
自
由
泊
C
℃
・
巳
了
沼
田
口
ω

(
初
)
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
を
研
究
す
る
一
部
の
歴
史
家
た
ち
は
、
一
九
一

O
年
以
後
の
労
働
不
安
の
項
点
と
し
て
、
三
者
同
盟
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・

ス
ト
ラ
イ
キ
生
起
(
一
四
年
末
)
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
三
者
同
盟
を
構
成
し
た
三
つ
の
労
働
組
合
の

内
部
事
情
を
個
別
に
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
に
は
一
四
年
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
す
る
意
向
も
力
量
も
な
か
っ
た
と
い
う



結
論
に
到
達
し
た
|
|
「
一
九
一
四
年
に
お
け
る
三
者
同
盟
へ
の
着
手
は
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
差
し
迫
っ
た
『
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
』

を
予
期
し
て
の
手
筈
を
整
え
も
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
努
力
を
ひ
き
う
け
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
」
と
(
の
'
〉
・
句
E
E宮司

J

「『戸巾、吋円山間)立巾

匡]回出口
2
E
S
E
-
山口一

Hwno口。
s
w
呂田門
c
q
H山巾
i
m
g〉
〈
o
-
N
?
H申立
-
u
g
)
。
こ
の
三
者
同
盟
が
最
終
的
な
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
一
七
年

五
月
の
時
点
で
あ
る
(
目
立
p
w
u
・
s
-
F
S
。
な
お
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
一

0
1
一
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
た
革
命

的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
潮
流
が
次
第
に
濠
透
し
て
労
働
運
動
の
戦
闘
性
を
高
め
る
に
い
た
り
、
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
た
つ
活
動

家
は
、
三
者
同
盟
を
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
子
段
と
す
る
労
働
者
階
級
の
革
命
的
結
集
の
促
進
の
組
織
と
み
な
し
た
が
(
国
三
S
F
告

Q
T
ω
・

8
2
ω
長

〉

E
5
2
5
-
-釘
q
・
〉
ロ
尽
き

5
己
〈
巾
円
同
回
目
白
ロ
ロ
聞
広
q
q
E
R
Eロ
ロ
ロ
仏
印

B
g
Eロ
-
R
F
g
の
2
2司
宮
内
宮
内
R
R
巧
白
円
宮
E
B
E己

E
E
r
g
sロ件当日
n
r
z
p同色巾吋
(U2吊
吋
}
内
田
門
町
田
岸
田
宮
司
巾
問
ロ
コ
問
〔
切
巾
ユ
{
口
唱

HUEH〕

wm山
-NH)
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
三
者
同
盟
の
指
導
者

た
ち
の
意
図
は
、
同
盟
を
通
じ
て
三
つ
の
労
働
組
合
の
代
表
が
同
じ
時
期
に
経
営
者
と
交
渉
の
席
に
つ
く
と
い
う
有
利
な
立
場
を
獲
得
し
、
こ
の
立

場
を
活
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
の
組
合
員
数
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
統
一
的
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行
の
時
々
裡
の
威
嚇
、
な
い
し
明
示
的
な
脅
威
の

演
出
を
通
じ
て
経
営
者
や
政
府
か
ら
有
利
な
譲
歩
を
引
き
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

Q
E庄
司
回

w毛
色
け
よ
】
匂

E
l
g
)
。

(
但
)
口
町
当
3

J

O
℃

-np・日
)-Hω
∞

(
犯
)
前
川
嘉
一
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
の
発
展
1

1
新
組
合
主
義
を
中
心
に
し
|
|
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
一
九
六
五
年
)
、
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
、
注
八
。

(
お
)
以
上
、
前
川
、
前
掲
書
、
二
一
六
i
一
二
八
ペ
ー
ジ
。
の

g吋
吟
己
目
・
ゎ
。
-P
〉
∞
宮
ユ
同
町
宮
司
え
仔
巾
∞
ユ
江
島
君
R
E口問
l
Q白
田
田
昌
。
〈
m
s
m口同

ロS
1
5品
叶
(
戸
。
ロ
仏
o
p
H
U怠
)
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史

m』
林
健
太
郎
・
河
上
民
雄
・
嘉
治
一
冗
郎
訳
(
岩
波
書
底
・
一
九
五
七
年
)
、
二
一
九
i
二

二
0
ペ
ー
ジ
。
と
白
ロ
〕
句
吋
同
1
2・
開
口
問
}
目
的
げ
回
目
的
ぢ
ミ

H
U
z
-
-甲
台
(
。
同
町
。
丘
・

5
8
)
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史

I
』
都
築
忠
七
訳
(
み
す
ず
書
房
・

一
九
六
八
年
)
、
二
一
六

i
一
二
七
ペ
ー
ジ
。
栗
田
健
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
史
論
』
(
未
来
社
・
一
九
六
三
年
)
、
二
四
八
i
二
四
九
ペ
ー
ジ
。

(M)

巴
巾
的
自
由
可
田
町
・

0HvnHf
℃
℃

HHωlHH品・

(
お
)
ベ
リ
ン
グ
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
運
動
史
』
、

(
お
)
同
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
口
町
田
自
民
白
山
田

w
O日)・門戸
wH)'HN串・

(
叩
品

)
3
5

(
お
)
ペ
リ
ン
グ
、
前
掲
訳
書
、

21一一イギリス・ファシスティの登場と挫折

一
九
四
j

一
九
五
ペ
ー
ジ
。

一
九
二
ペ
ー
ジ
。
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(ω)
コ
l
ル
、
前
掲
訳
書
、
二
二
九
ペ
ー
ジ
。

(
H
U
)

ペ
リ
ン
グ
、
前
掲
訳
書
、
二

O
O
i
二
O
一
ペ
ー
ジ
。

(
必
)
富
岡
次
郎
『
ゼ
ネ
ス
ト
の
研
究
』
(
一
一
二
書
房
・
一
九
七
八
年
)
、

(
必
)
同
、
一
八
ペ
ー
ジ
。

(
H
H
)

同
、
一
八

i
一
九
ペ
ー
ジ
。
ペ
リ
ン
グ
、
前
掲
訳
書
、
二

O
一二

i
二
O
四
ペ
ー
ジ
。

(
日
制
)
な
お
こ
の
章
を
お
え
る
に
あ
た
っ
て
論
じ
て
お
き
た
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
運
動
が
、
ど
れ
ほ
ど
労
働
不

安
を
も
り
あ
げ
る
の
に
寄
与
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
研
究
し
た
ホ

l
ル
ト
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
歴

史
を
二
つ
の
段
階
に
、
す
な
わ
ち
第
一
段
階
を
一
九

0
0
1
一
九
一

O
年
、
第
二
段
階
を
一
九
一

O
年
以
降
と
区
分
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
第
二

段
階
に
お
い
て
は
一
九
一

0
1
一
四
年
間
を
重
要
な
時
期
と
み
な
し
、
こ
の
期
間
に
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
小
規
模
な
宣
伝
団
体
か
ら
脱
却

し
て
、
当
時
の
労
働
運
動
の
戦
闘
的
性
格
を
規
定
す
る
潮
流
と
な
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
も
ホ

l
ル
ト
ン
は
、
こ
の
第
二
段
階
を
第
一
次
世

界
大
戦
後
に
ま
で
延
長
し
、
一
九
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
第
二
段
階
が
終
了
し
た
と
主
張
し
て
い
る
(
国

a
g
p
o同

y
n
F

ω・
8
∞l
a
3
。
な
る
ほ
ど
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
運
動
史
上
に
お
け
る
単
な
る
傍
流
で
は
な
く
、
こ
の
国
の
労
働
運
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
潮
流
と
し
て
、
い
わ
ば
革
命
的
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
の
「
名
誉
回
復
」
を
行
っ
た
の
は
、
ホ

i
ル
ト
ン
の
功
績
で
あ
る
。
し

か
し
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
労
働
不
安
を
、
革
命
的
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
が
も
り
あ
げ
た
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た

い
の
は
、
比
較
史
的
視
野
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
の
歴
史
の
研
究
動
向
を
整
理
し
た
シ
ェ
ッ
ト
ラ
l
の
指
摘

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
諸
組
織
は
一
九
一
四
年
に
は
消
滅
す
る
に
い
た
っ
て
い
る

が
、
労
働
組
合
の
日
常
生
活
の
中
に
「
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
・
ム

l
ド
」
が
長
く
根
を
お
ろ
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
百
四
宮
司

ω岳
α邑
巾
ア

ω
ヨ色
E
r
s
g
z
e円四
R
O
B
-
R
Eロ
KFHZ-gσgm沼
田

m
H
Z
E同
司

R
R
v
g
m
g
z
司
自
宵
anv・
何
回
弱

E
E
E弘
U
E
z
n
F
E白色・山口
H

E
E由、
H，

S
E
a
m
(出
向
-
Y
旨
σ
a
R
2
E
〉
号

a
g吾
md司一
m
m
g
t
s
〈
巾
円
拘
置
円
}
回
一
回

R
E
H
R
Nロ
ヱ
ロ

Z
B注目
O
B
-
B
E
a
o江由
n
F
S
F吋印
nFEm

〔呂田口

n
v
m
p
H
g
g
・
ω
品
印
坦
)
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
全
盛
期
を
迎
え
る
の
は
一
九

O
六
年
か
ら
一
九
一

O

年
に
か
け
て
で
あ
り
(
渡
辺
和
行
・
南
充
彦
・
森
本
哲
郎
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
〔
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
・
一
九
九
七
年
〕
、
五
九
ペ
ー
ジ
)
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
革
命
的
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
の
に
な
い
手
で
あ
る
「
世
界
産
業
別
労
働
者
組
合
」

H
E
g
E色
巧

OHEa
え
任
問
看
2
5
2者
巧
‘

一
九

O
五
年
創
立
)
が
そ
の
活
動
の
絶
項
期
を
迎
え
る
の
は
、
一
九

O
九
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
で
あ
る
(
松
井
七
郎
『
米
国
労
働
運
動
史
』

四

一
六
ペ
ー
ジ
。



〔
関
書
院
・
一
九
四
七
年
〕
、
二
O
六
ペ
ー
ジ
。
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
(
下
)
|
|
統
合
を
求
め
て
|
|
』
〔
柳
原
書
底
・

一
九
七
二
年
〕
、
七
O
、
八
O
、
八
て
八
二
ペ
ー
ジ
)
。
ホ
l
ル
ト
ン
は
、
何
故
、
一
八
九
0
年
代
か
ら
一
九
三
0
年
代
に
か
け
て
革
命
的
サ
ン
デ

イ
カ
リ
ズ
ム
の
運
動
が
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
的
、
資
本
主
義
的
社
会
に
同
時
に
出
現
し
た
の
か
と

い
う
聞
い
を
提
出
し
、
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
的
行
動
を
う
み
だ
す
共
通
の
要
因
を
探
究
す
る
必
要
を
と
な
え
て
い
る
が
(
同

a
gロ・
O
H】

-af

ω・
8
3
、
こ
れ
は
適
切
な
問
題
提
起
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
章

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
組
織
と
行
動

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
の
直
後
に
は
、
革
命
的
な
社
会
主
義
政
党
、
な
か
で
も
共
産
党
の
登
場
と
い
う
脅
威

が
出
現
す
る
が
、
こ
れ
に
労
働
不
安
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
労
働
争
議
、

と
り
わ
け
三
者
同
盟
を
主
体
と
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の

23一一イギリス・ファシスティの登場と挫折

脅
威
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
危
機
の
切
迫
感
と
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
先
例
と
が
互
い
に
刺
激
し
あ
っ
て
、
多
数

の
急
進
右
翼
の
組
織
化
へ
の
誘
因
と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
も
、

そ
の
よ
う
な
急
進
右
翼
の
一
つ
で
あ
り
、

サ
l
ロ
ウ
の
主

張
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
創
立
者
リ
ン
ト
l
ン
日
オ
l
マ
ン
の
憂
慮
の
的
で
あ
っ
た
の
は
、
産
業
不
安
の
拡
大
で
あ
り
、

(
1
}
 

か
つ
共
産
主
義
へ
の
脅
威
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

社
会
主
義
的
労
働
党
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
私
有
財
産
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、

フ
ァ

l
の
見
解
に
よ
れ
ば

一
九
二

0
年
代
は
じ
め
に
は
三
者
同
盟
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
恐
れ
が
大
き
く
た
ち
現
わ
れ
、

こ
れ
が
軍
隊
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
、
超
議
会
的
な
直
接
行
動
に
関
心
を
も
っ
右
翼
諸
組
織
の
登
場
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
よ
う

な
組
織
の
中
で
、
も
っ
と
も
注
目
に
値
す
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
な
の
で
あ
っ
た
。

フ
ァ

l
は
一
九
二
四
年
五
月
に
お
け
る
、

(2) 

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
規
約
に
は
共
産
主
義
の
拡
大
阻
止
が
目
標
と
し
て
揚
げ
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
二
人
の
歴
史
家
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
共
産
主
義
勢
力
の
拡
大
や
労
働
不
安
の
高
ま
り
へ
の
対
抗
が
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
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の
主
要
な
関
心
事
で
あ
り
、
彼
ら
は
労
働
組
合
を
共
産
主
義
者
の
手
中
に
あ
る
道
具
と
み
な
し
て
こ
れ
へ
の
対
抗
を
呼
び
か
け
、
ま
た
ス

(
3
)
 

か
つ
三
者
同
盟
の
よ
う
な
労
働
組
合
間
の
横
の
連
携
を
非
合
法
と
す
る
法
律
の
制
定
を
叫
ん
だ
。
さ
ら
に
フ

ト
ラ
イ
キ
を
違
法
と
定
め
、

ア
シ
ス
テ
ィ
は
、
左
翼
勢
力
に
よ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
決
行
さ
れ
た
際
に
は
、
生
活
必
需
品
の
確
保
e

供
給
に
責
任
を
も
っ
政

(4) 

府
機
関
に
公
的
奉
仕
を
行
う
意
向
を
表
明
し
た
。

す
ぐ
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
軍
隊
ス
タ
イ
ル
の
組
織
を
構
築
し
、
ま
た
活
動
に
際
し
て
は
実
力
行
使

に
訴
え
る
こ
と
も
障
踏
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
戦
闘
性
は
、
現
存
の
政
治
体
制
の
打
倒
で
は
な
く
、
維
持
の
ほ
う
へ
向
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
保
守
党
議
員
の
演
説
集
会
に
お
い
て
そ
の
世
話
役
と
し
て
の
役
割
を
ひ
き
う
け
、
ま
た
選
挙
の
際
に
は
保
守

(5) 

党
へ
投
票
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
が
「
国
王
と
祖
国
の
た
め
に
」
と
い
う
文
字
の
記
さ
れ
た
バ
ッ
ジ

(6) 

を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
組
織
の
現
状
擁
護
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
独
自
の
集
会
は
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ず
、
た
だ
一
度
、

(
7
)
 

規
模
の
催
し
を
行
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
彼
ら
は
共
産
主
義
者
と
の
小
規
模
な
街
頭
衝
突
を
繰
り
返
し
、
イ
タ
リ
ア
の

そ
の
反
面
、

ロ
ン
ド
ン
の
ト
ラ
フ
ア
ル
ガ

l
広
場
で
か
な
り
の

マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
殺
害
事
件
を
例
に
引
い
た
炭
坑
労
働
者
の
指
導
者
へ
の
脅
迫
状
の
送
付
、
も
と
共
産
党
政
治
局
員
ポ
リ
ッ
ト
の
誘
拐
の

企
て
(
一
九
二
五
年
三
月
六
共
産
主
義
者
の
武
器
集
積
所
の
所
在
や
彼
ら
の
蜂
起
の
際
の
ロ
シ
ア
の
介
入
な
ど
に
関
す
る
警
察
へ
の
根
拠
の

{8} 

な
い
通
報
、
共
産
主
義
者
の
日
曜
学
校
に
対
抗
す
る
子
供
ク
ラ
ブ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

こ
の
組
織
に
お
け
る
大
衆
志
向
性
の
欠
如
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
の
歴
史
家
ウ
イ
ツ
パ

l
が
、
こ
の
組
織
を
「
戦
闘
的

(9) 

な
労
働
組
合
運
動
へ
の
過
剰
な
反
応
以
上
の
何
物
で
も
な
い
」
と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
適
切
な
指
摘
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、

ど
の
よ
う
な
人
ぴ
と
が
、
こ
の
組
織
に
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
指
導
者
層
の
構
成
を
見
た
場
合
、
目
立
つ

た
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
退
役
の
高
級
士
官
(
と
り
わ
け
将
官
)
や
貴
族
層
が
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
組
織
の



創
立
者
リ
ン
ト
i
ン
H

オ
l
マ
ン
は
、
い
わ
ば
自
明
の
「
党
首
」
戸
内
出
己
R
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
た
が
、
彼
女
は
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
家

(
M
M
)
 

系
の
出
自
で
あ
り
、
祖
父
は
元
帥
の
位
階
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
組
織
の
項
点
に
は
大
評
議
会
と
こ
れ
に
責
任
を
貰
う
中
央
本
部
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
前
者
は
当
初
、
八
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
、
の
ち
五

O
人
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
リ
ン
ト
!
ン
川
オ

ー
マ
ン
が
終
身
の
大
評
議
会
員
で
あ
る
こ
と
を
例
外
と
し
て
、

メ
ン
バ
ー
の
三
分
の
一
は
毎
年
、
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
大
評
議
会
の
議
長
に
は
、
最
初
ガ

l
ヴ
ァ

i
卿
が
就
任
し
た
が
、
彼
は
一
九
二
五
年
九
月
一
五
日
に
退
役
の
准
将
ブ
レ
イ
ク
ニ

l
と
交

(
H
)
 

代
し
た
。
い
ま
中
央
本
部
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、

リ
ン
ト
i
ン
H

オ
i
マ
ン
と
そ
の
母
親
の
ほ
か
に
、

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
伯

爵、

サ
1

・
ウ
イ
ン
タ
ー
準
将
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
卿
、

サ

l
・パ

l
ン
大
佐
な
ど
の
退
役
高
級
士
官
や
貴
族
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
。
な
お

(ロ)

ア
i
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
海
軍
少
将
が
就
任
し
た
。

大
評
議
会
の
副
議
長
に
は
、

こ
の
中
央
本
部
委
員
会
の
下
部
に
は
、
軍
隊
を
モ
デ
ル
に
七
つ
の
部
門
が
設
置
さ
れ
、
第
一
部
門
は
「
歩
兵
」
と
呼
ば
れ
、
ま
ず
七
人
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ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
す
る
班
が
構
成
さ
れ
、
こ
れ
を
基
礎
に
組
織
は
さ
ら
に
分
隊
、
中
隊
、
師
団
へ
と
上
向
的
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
「
歩
兵
」
の
任
務
は
、
革
命
勢
力
へ
の
対
抗
と
定
め
ら
れ
た
。
第
二
部
門
は
「
騎
兵
」
な
い
し
「
輸
送
」
と
呼
ば
れ
、
自
転
車
、
自

動
車
、
馬
車
の
所
有
者
か
ら
編
成
さ
れ

い
わ
ゆ
る
「
革
命
」
の
際
に
は
交
通
・
通
信
の
維
持
に
あ
た
り
、

さ
ら
に
「
宣
伝
・
出
版
」
部

門
は
集
会
の
開
催
と
機
関
紙
『
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
』
吋
宮
切
ユ
広
島
ピ
o
ロ
の
刊
行
に
責
任
を
も
ち
、
「
情
報
」
部
門
は
共
産
主
義
者
の

(
日
)

活
動
な
ど
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
は
「
現
役
」
の
「
疾
走
隊
」
と
「
予
備
役
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
ど
の
よ
う

な
任
務
を
も
遂
行
す
る
覚
悟
の
あ
る
未
婚
の
男
子
か
ら
構
成
さ
れ
、
後
者
は
年
長
の
男
性
か
ら
編
成
さ
れ
、
要
所
に
駐
留
し
て
そ
の
地
域

を
防
衛
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
。
前
者
の
「
現
役
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
月
に
六
シ
リ
ン
グ
、
後
者
は
一
シ
リ
ン
グ
の
会
費
納
入
を

(

M

)

(

日
)

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
「
現
役
」
の
メ
ン
バ
ー
数
は
、
一
九
二
五

1
二
六
年
当
時
で
数
千
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
地
方
組
織
を
見
て
み
る
と
、

そ
の
指
導
者
に
は
や
は
り
退
役
の
高
級
士
官
な
ど
が
名
を
つ
ら
ね
て
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サ
l
・
タ
ッ
パ

l
海
軍
大
佐
、

カ
ル
ザ

i
ス
準
将
、

、‘↑、』
O

EU--

・ザ，

い
ま
若
干
の
例
を
示
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
地
方
指
導
者
の
中
に
は
、

サ
l
・
ブ
ル
ー
ス
、

ゴ
ゥ
ヒ

l
グ
ン
準
将
、
テ
ィ
ン
デ

l
ル
H

ビ
ス
ク

i
準
将
、

セ
ヴ
コ
ー
ル
ド
準
将
、
聖
職
者
ケ
ン
プ
ソ

l
ン
の
名
前

が
見
い
だ
さ
れ
る
。
ま
た
組
織
の
メ
ン
バ
ー
な
い
し
支
持
者
と
み
な
し
う
る
者
と
し
て
、

サ
l
・
チ
ャ
ド
ウ
イ
ツ
ク
、
テ
ン
プ
ル
伯
爵
、

ダ
ウ
ン
子
爵
、

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
卿
、
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
卿
、

サ
l
・
モ

l
リ
ス
な
ど
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
海
軍
の
将
官
と
し
て

ハ
イ
ド
大
将
、
陸
軍
の
将
官
と
し
て
ア
ッ
プ
ル
ビ
!
大
将
、

(M) 

ソ
ア
デ
ィ
準
将
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
。

フ
リ
マ
ン
ト
ル
大
将
、

ス
ペ
ン
ス
大
将
、

ノ
l
ル
ズ
少
将
、

マ
ル
ケ
イ
少
将
、

な
る
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
運
動
は
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ス
ト
風
の
敬
礼
を
か
わ
し
、

一
九
二
七
年
ま
で
に
パ
レ
ー
ド

の
際
に
は
青
シ
ャ
ツ
を
制
服
と
し
て
着
用
し
、
さ
ら
に
三

0
年
代
に
入
る
と
ベ
レ

l
帽
と
濃
紺
色
の
ズ
ボ
ン
な
い
し
ス
カ
ー
ト
を
着
用
し

(口)
て
、
行
動
主
義
団
体
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
を
整
え
た
。
だ
が
運
動
の
主
目
標
は
、
左
翼
勢
力
が
決
行
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対

抗
し
て
生
活
必
需
品
の
輸
送
・
供
給
に
従
事
す
る
要
員
の
確
保
・
提
供
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
組
織
の
指
導
層
は
退
役
の
将
官
、

貴
族
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
い
う
の
は
、
真
正
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
場
合
と
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な

る
形
で
の
大
衆
運
動
へ
の
組
織
化
志
向
の
欠
知
と
い
え
る
。
こ
の
組
織
に
つ
き
、

ベ
ネ
ウ
ィ
ッ
ク
は
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
、

大
衆
の
支
持
を
ひ
き
つ
け
よ
う
と
は
試
み
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
多
数
の
反
共
産
主
義
組
織
と
張
り
合
う
、
主
と
し
て
中
産
階
級
の
運
動
に

(M) 

な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
を
指
導
し
た
元
将
官
や
貴
族
に
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
る
階
級
横
断
的
、

人
民
主
義
的
、

現
状
否
定
的
な
大
衆
運
動
を
育
成
す
る
意
向
も
、
ま
た
能
力
も
そ
も
そ
も
の
は
じ
め
か
ら
欠
如
し
て
い
た
と
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
か
。



イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
真
価
が
関
わ
れ
る
の
は

一
九
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
き
に

の
べ
た
よ
う
に
「
赤
い
金
曜
日
」
の
結
果
、
労
働
時
間
延
長
と
賃
金
切
り
下
げ
へ
の
炭
坑
所
有
者
側
の
要
求
は
見
送
ら
れ
、
代
っ
て
彼
ら

に
は
九
か
月
間
に
わ
た
る
政
府
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
、

か
つ
炭
坑
業
の
状
態
を
調
査
す
る
王
立
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
以
下
、
ま
ず
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

政
府
は
「
赤
い
金
曜
日
」
の
約
束
に
も
と
づ
い
て
、

王
立
委
員
会
(
委
員
長
は
サ
l
・
サ
ミ
ュ
ヱ
ル
)
を
設
置
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
は
石

炭
産
業
の
経
済
状
態
の
現
状
調
査
と
改
善
へ
の
勧
告
を
目
的
と
し
て
お
り
、

二
六
年
三
月
一
一
日
に
報
告
書
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
鉱
山
使
用
料

EE--門
向
。
出
の
固
有
化
、
比
較
的
小
規
模
な
炭
坑
の
統
合
な
ど
が
勧
告
さ
れ
、
炭
坑
所
有
者
側
が
強
く
要
望
し
た
労
働
時

問
の
延
長
(
八
時
間
労
働
日
)
は
否
認
さ
れ
、
ま
た
賃
金
の
引
き
下
げ
に
関
し
て
は
、
全
国
賃
金
協
定
の
維
持
は
望
ま
れ
な
が
ら
も
、
引
き

(
ゆ
)

下
げ
の
必
要
が
主
張
さ
れ
た
。
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そ
れ
で
は
、
こ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
報
告
に
た
い
し
炭
坑
所
有
者
と
労
働
者
側
の
双
方
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
イ
ギ

リ
ス
炭
坑
所
有
者
連
盟
」
は
、
賃
金
引
き
下
げ
、
地
方
別
賃
金
協
定
の
締
結
、

八
時
間
労
働
日
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
そ
の
中
央
委
員
会

は
一
九
二
六
年
三
月
三
二
日
に
行
わ
れ
た
労
使
間
の
合
同
会
議
に
お
い
て
サ
ミ
ュ
エ
ル
報
告
を
無
視
し
て
、
「
赤
い
金
曜
日
」
以
前
の
要
求

を
繰
り
返
し
た
。
さ
ら
に
炭
坑
所
有
者
側
は
四
月
半
ば
に
、
労
働
者
側
が
そ
れ
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
に
は
、

(
却
)

ト
を
同
月
三
一

O
日
以
降
に
開
始
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

ロ
ッ
ク
・
ア
ウ

他
方
で
炭
坑
労
働
者
側
は
、

七
時
間
制
の
維
持
と
全
国
賃
金
協
定
の
継
続
に
は
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
賃
金
引
き
下
げ
に
は
反
対
し
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
の
書
記
ク
ッ
ク
|
|
ι
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
南
ウ
ェ
!
ル
ズ
地
方
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
の
一
人
で

一
分
た
り
と
も
一
日
の
労
働
時
間
に
つ
け
た
す
な
」
と
主
張
し
、
サ
ミ

あ
っ
た
|
|
は
、
「
一

?
7た
り
と
も
給
料
か
ら
差
し
引
く
な
。

(
幻
)

ユ
エ
ル
報
告
の
受
諾
に
反
対
し
た
。
そ
し
て
「
炭
坑
労
働
者
連
盟
」
が
一
九
二
六
年
四
月
一
四
日
に
「
労
働
組
合
会
議
総
評
議
会
」
に
支
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援
を
要
請
す
る
と
、
総
評
議
会
は
炭
坑
所
有
者
側
に
よ
る
四
月
三

O
日
の
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
開
始
を
念
頭
に
お
い
て
、

そ
の
一
目
前
の
二

九
日
に
、
「
労
働
組
合
会
議
」
の
加
盟
労
働
組
合
の
執
行
部
特
別
大
会
を
召
集
し
、
炭
坑
所
有
者
側
の
動
き
に
対
抗
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
す
る
方
針
を
討
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
執
行
部
特
別
大
会
は
、
労
働
組
合
会
議
代
表
と
政
府
と
の
交
渉
に
よ
る
現
状
打
開
の
道
に
一
応
の
期
待
を
か
け
た
が
、
交
渉
は
不

つ
い
に
五
月
一
日
に
総
評
議
会
に
よ
る
全
国
ス
ト
ラ
イ
キ
提
案
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
、

(
幻
)

ト
ラ
イ
キ
の
開
始
を
五
月
三
日
の
真
夜
中
と
定
め
た
。
こ
の
決
定
に
よ
り
運
輸
業
(
鉄
道
、
海
上
輸
送
、
ド
ッ
ク
、
港
湾
、
運
河
、
道
路
輸
送
な

成
功
に
お
わ
る
。
そ
こ
で
特
別
大
会
は

ス

ど
)
、
製
造
業
(
鉄
鋼
業
、
金
属
工
業
、
重
化
学
工
業
な
ど
て
印
刷
業
、
建
築
業
、
電
気
・
ガ
ス
業
な
ど
の
産
業
部
門
が
ま
ず
第
一
波
の
ス
ト
ラ

(
お
)

イ
キ
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
人
数
は
炭
坑
労
働
者
だ
け
で
一

O
O
万
人
、
そ
の
他
の
産
業
部
門
の
労
働
者
は
一
五

(M) 

O
万
人
を
数
え
た
。
ま
た
こ
れ
よ
り
先
、
四
月
三

O
日
に
政
府
は
非
常
事
態
宣
言
を
発
す
る
に
い
た
り
、

い
ま
や
イ
ギ
リ
ス
は
ひ
と
き
わ

激
化
し
た
労
使
対
決
の
局
面
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
完
全
、

か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ベ
ー
コ
ン
、

パ
タ

l
、

で宇

ガ
リ
ン
、

チ
ー
ズ
、
小
麦
粉
、
ラ

l
ド
、
肉
、

パ
ン
、
牛
乳
、
砂
糖
、
紅
茶
、

石
炭
、
新
聞
な
ど

野
菜
、
小
麦
、
イ
ー
ス
ト
、
医
療
品
、

の
供
給
が
途
絶
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
食
料
・
燃
料
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
欠
乏
が
市
民
生
活
を
直
撃
す
る
事
態
を
避

け
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
品
目
の
確
保
・
供
給
に
率
先
し
て
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、

政
府
は
戦
後
に
お
け
る
労
働
不
安
へ
の
対
策
と
し
て
、

一
九
一
九
年
一

O
月
七
日
、
内
閣
に
供
給
運
輸
委
員

会

(
S
T
C
)
を
設
置
し
て
非
常
事
態
に
備
え
て
い
た
が
、

二
五
年
七
月
の
「
赤
い
金
曜
日
」
と
前
後
し
て
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に

対
処
す
る
た
め
の
綿
密
な
準
備
態
勢
を
整
、
え
は
じ
め
た
。
す
な
わ
ち
内
相
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
を
長
と
す
る
内
閣
供
給
・
運
輸
委
員

会
が
一
切
の
監
督
に
あ
た
り
、
こ
の
委
員
会
の
指
揮
の
も
と
に
各
省
が
市
民
向
け
サ

l
ヴ
ィ
ス
の
各
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



ま
た
イ
ギ
リ
ス
全
土
が
一
一
の
地
区
に
分
け
ら
れ
、
各
地
域
に
市
民
委
員
巳
i
-
8
5
5日

g
Zロ
貨
が
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
市
民
向
け
サ

l

ヴ
ィ
ス
を
補
助
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
委
員
会

g
-
5
Z
R
8
2
-
2
8
B
B
-
R
2
が
全
国
八

{
お
)

八
か
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
一
九
二
五
年
一
一
月
一
二
日
に
、
保
健
省
は
す
べ
て
の
地
方
当
局
に
回
状
六
三
六
号
を
発

し
た
が
、

そ
の
中
で
は
各
地
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
委
員
会
の
長
は
政
府
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
、
彼
が
委
員
会
を
指
揮
し
て
ボ
ラ
ン
テ

(

閉

山

)

ィ
ア
の
募
集
に
あ
た
り
、
ま
た
治
安
維
持
の
特
別
保
安
官
の
募
集
は
警
察
当
局
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も

以
上
の
対
策
は
比
較
的
、
迅
速
に
進
捗
し
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
内
相
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン

u
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
二
六
年
二
月
に
「
非
常
事

(
幻
)

態
が
実
際
に
お
こ
る
前
に
、
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
殆
ん
ど
残
つ
て
は
い
な
い
」
と
閣
議
で
報
告
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

内
相
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
は
一
九
二
五
年
七
月
一
一
一
二
日
の
閣
議
へ
の
報
告
の
中
で
、
非
常
事
態
へ
の
準
備
の
う
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

(
沼
)

ア
の
募
集
が
重
要
な
問
題
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
と
の
予
測
を
の
べ
て
い
た
が
、
政
府
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
提
供
を
申
し
で
た
組
織
に
「
必

29一一一イギリス・ファシスティの登場と挫折

需
品
供
給
維
持
機
構
」

O
荷
山
口
町
民
向
。
口
同

0
2
Z
冨
包
E
g
g
s
o片山山口問】匂ユ
2
3呂
ω)
と
い
う
民
間
団
体
(
二
五
年
九
月
に
結
成
)
が
あ
っ

た
。
こ
の
団
体
は
自
ら
を
非
政
治
的
組
織
と
名
の
り
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
生
起
し
た
際
に
は
、
生
活
必
需
品
の
供
給
を
確
保
す

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
組
織
の
誕
生
を
歓
迎
し
、

早
く
も
創
立
の
時
点
で
「
も
し
非
常
事
態
の
発
生
の
場
合
に
は
、
政
府
は
独
自
に
そ
の
責
任
を
と
る
が
、

O
M
S
や
好
意
的
な
市
民
組
織

か
ら
:
:
:
[
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
]
リ
ス
ト
を
受
け
と
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
大
い
に
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
」
と
新
聞
紙
上
で
語
っ
て
い

(
却
)

た
。
こ
の
組
織
の
指
導
層
は
、
前
官
夏
、
退
役
の
将
官
、
貴
族
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

い
ま
主
だ
っ
て
人
物
を
あ
げ
て
み
る
な
ら

ば
、
委
員
長
は
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
子
爵
で
あ
り
、
中
央
評
議
会
に
は
海
軍
元
帥
ジ
ェ
リ
コ

l
卿、

元
海
軍
司
令
長
官
サ
l
・
ダ
フ
、
陸
軍
の

中
将
サ

l
・
ロ
イ
ド
、
少
将
ス
カ

l
パ
ラ
卿
、
中
佐
サ
l
・ア
l
チ
ャ

l
N
シ
l
、
ま
た
貴
族
の
ラ
ン
フ
ア
リ
1
卿、

(
初
)

な
ど
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
。

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
卿
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他
方
で
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
提
供
の
組
織
に
た
い
し
て
絶
対
的
な
指
導
権
を
保
持
し
よ
う
と
は
か
っ
た
。
そ
こ
で
一

九
三
五
年
一
二
月
五
日
に
市
民
委
員
長
岳
町
内
丘
三

]
2
5
5
2位
。
ロ
貨
の
サ

l
・
ト
ム
ス
ン
、
彼
の
助
力
者
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ス
ン
、
内
務
省
の

サ
l
・
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
な
ど
の
政
府
代
表
と
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」
代
表
と
の
聞
に
会
談
が
行
わ
れ
、
政
府
に
よ
り
非
常

事
態
が
布
告
さ
れ
た
際
に
は
、
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」
は
自
ら
独
自
の
活
動
を
停
止
し
て
、
そ
の
名
簿
を
政
府
機
関
に
引
き
渡
し
、
こ

(
紅
)

の
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
れ
以
後
、
政
府
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
実
際
に
非
常
事
態
が

布
告
さ
れ
る
と
、
こ
の
組
織
は
特
別
に
訓
練
さ
れ
た
一
三
二
二
人
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
子
、

一
四
四
人
の
パ
ス
運
転
手

一
三
四
五
人
の
自

動
車
運
転
手
を
政
府
に
提
供
し
、
ま
た
六
回

O
人
の
鉄
道
従
業
員
、

(
詑
)

供
し
た
。
こ
の
「
機
構
」
が
二
六
年
五
月
三
日
に
政
府
に
差
し
だ
し
う
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
、

二
六
人
の
内
陸
水
路
労
働
者
、

四
一
人
の
電
車
労
働
者
な
ど
を
提

(
お
)

一
O
万
人
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
や
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」
の
動
き
に
、

ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
っ
た
際
に
は
、
公
的
奉
仕
を
提
供
し
て
、

そ
れ
に
対
抗
す

る
こ
と
を
結
成
目
的
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
機
構
」
と
い
う
競
合
組
織
の
出
現
は
、
例
え
ば
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
リ
ヴ
ァ
プ

l

ル
支
部
を
し
て
、
次
の
よ
う
な
動
き
を
と
ら
し
め
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
支
部
は
、
当
地
の
警
察
署
長
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
提
供
へ
の
意
向
を

告
げ
、
非
常
事
態
が
布
告
さ
れ
た
時
に
は
、
警
察
署
長
の
指
揮
の
も
と
に
、

た
だ
し
自
ら
の
部
隊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
保
持
し
た
ま

ま
で
、
特
別
保
安
官
と
し
て
奉
仕
す
る
旨
を
申
し
で
て
、
同
意
を
と
り
つ
け
て
い
た
。
こ
の
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
部
隊
は
「
Q
師
団
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の
組
織
は
柔
道
の
鍛
練
や
軍
隊
式
の
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
非
常
事
態
の
際
に
出
動
し
、

(
H
A
)
 

携
を
通
じ
て
法
と
秩
序
の
維
持
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
も
警
察
当
局
と
の
提

ま
た
ラ
ン
カ
シ
ャ
!
と
ウ
ィ
ラ
ル
地
方
の
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
指
導
者
ル
イ
ス
大
尉
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
か
ら
構

成
さ
れ
る
特
別
保
安
官
は
少
な
く
と
二
週
間
に
一
度
、
訓
練
を
う
け
る
が
、

そ
の
時
に
は
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
自
身
の
「
士
官
」
の
直
接
的
な



指
揮
下
で
、

そ
れ
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ル
イ
ス
の
発
言
は
、
新
聞
紙
上
で
き
び
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
先
述
の
リ
ヴ
ァ
プ

l
ル
警
察
署
長
は
、

(
お
)

別
保
安
官
の
募
集
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
旦
は
と
り
き
め
た
申
し
合
せ
を
急
い
で
破
棄
し

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
か
ら
の
特

こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
独
自
な
活
動
へ
の
拒
否
は
、

一
方
で
は
政
府
自
身
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
下
で
の
秩
序
維
持

の
願
望
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
黒
シ
ャ
ツ
隊
の
蛮
行
へ
の
批
判
か
ら
も
由
来
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と

は
内
相
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
の
態
度
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
労
働
組
合
会
議
」
の
加
盟
労
働
組
合
執
行
部
大
会
が
一
九

二
六
年
五
月
一
日
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
を
決
定
す
る
数
日
前
に
、
彼
は
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
委
員
長
ブ
レ
イ
ク
ニ

l
に
た
い
し
、
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フ
ア
シ
ス
テ
ィ
が
そ
の
組
織
名
か
ら
フ
ァ
シ
ス
ト
と
い
う
名
称
を
削
除
し
、
か
つ
軍
隊
ス
タ
イ
ル
の
組
織
編
成
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
、
政

(
お
)

府
へ
の
い
か
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
に
も
参
加
で
き
な
い
旨
を
告
げ
た
。
ま
た
同
じ
日
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
相
は
フ
ア
シ
ス

(
幻
)

公
的
奉
仕
へ
の
参
加
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
の
べ
た
。
内
相
が
こ
の
よ
う
な
申
し
入

テ
ィ
に
よ
る
議
会
主
義
政
府
へ
の
信
奉
の
表
明
も
、

れ
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
論
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
を
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
ト
独
裁
の

方
法
と
同
一
視
し
、
き
ぴ
し
く
批
判
す
る
声
も
、
他
方
で
は
あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
リ
ン
ト
!
ン

u
オ
l
マ
ン
は
、
二

O
万
人
と
い
う
い
ち
じ
る
し
く
誇
張
さ
れ
た
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
数
を
あ
げ
て
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」
に

た
い
し
、
協
力
の
意
向
を
表
明
し
た
。
だ
が
後
者
の
会
長
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
子
爵
は
、(

お
)

回
答
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
が
そ
の
軍
隊
的
ス
タ
イ
ル
の
組
織
を

変
更
し
な
い
限
り
、

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
と
は
協
力
し
な
い
旨
、

以
上
の
よ
う
な
内
相
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
と
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
子
爵
の
方
針
は
、

ブ
レ
イ
ク
ニ

l
を
デ
ィ
レ
ン
マ
へ
と
追
い
や
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
組
織
に
忠
実
に
踏
み
止
ま
っ
て
、
非
常
事
態
の
際
に
特
別
保
安
官
の
募
集
や
公

的
奉
仕
か
ら
一
切
、
排
除
さ
れ
る
か
、

そ
れ
と
も
自
ら
の
組
織
を
改
造
す
る
か
の
二
者
択
一
の
前
に
た
た
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
大



評
議
会
の
会
議
に
お
い
て
選
択
し
た
の
は
、
後
者
の
道
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
大
評
議
会
の
会
合
が
聞
か
れ
た
時
、
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ブ
レ
イ
ク
ニ
!
と
ほ
か
の
五
人
の
メ
ン
バ
ー
が
内
相
の
提
案
の
受
け
入
れ
賛
成
を
表
明
し
た
の
に
た
い
し
、

リ
ン
ト

l
ン
u
オ
l
マ
ン
は

ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
川
ヒ
ッ
ク
ス
の
提
案
が
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
独
立
の
存
在
を
堀
り
く
ず
す
と
主
張
し
て
、
受
諾
に
反
対
し
た
。
大
評
議
会
は
ブ

レ
イ
ク
ニ

i
の
主
張
を
否
決
す
る
。
そ
の
結
果
、

ブ
レ
イ
ク
ニ
ー
や
ア
1
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
な
ど
の
指
導
者
た
ち
は
、

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
脱

退
し
、
あ
ら
た
に
ロ
イ
ヤ
リ
ス
ト

FOE-ug
と
名
の
る
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
地
方
組
織
の
中
に
は
、
ブ
レ
イ
ク
ニ

1

の
方
針
に
従
う
も
の
も
あ
ら
わ
れ
、
例
え
ば
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
支
部
は
自
ら
の
組
織
を
市
当
局
の
指
揮
下
に
お
き
、
ま
た
ニ
ュ

i
カ
ッ
ス
ル

(
却
)

へ
の
編
入
を
希
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
内
部
分
裂
は
、

の
組
織
は
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」

国
民
フ
ァ
シ
ス
ト
の
脱
退
に
つ
ぐ
二
番
目
の
そ
れ
な
り
に
大
き
な
組
織
の
分
裂
で
あ
っ
た
。
五
月
三
一
日
に
開
始
さ
れ
た
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト

ラ
イ
キ
は
、
九
日
間
、
継
続
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
衰
退
の
一
途
を

辿
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(9) 
叶，
F
Z『
]
C
当・

o-v目
n
p・
匂
・
巴

明
白
円
ア
。
匂
・
円
山
門
J

U
・]{∞
h

F

.

]

{

山田
ω-

問
。

σ巾
吋
同
町
巾
ロ
ヨ
ヨ

n
F
叶，

E
明
白
印
円
一
色
冨
C
〈巾

5
2
Zロ
∞
コ

S
E
(円
。
口
弘

o
p
同由吋凶
)
-
U
N
∞

-
S・

吋
白
吋
ク
。
目
)
口
同
け

u
U
H申

A
P

吋

E
E
C当
・
。
円

)
n
p
L
Y
E一
切
巾
ロ

9
1
n
}
p
o
u
-
n
p
w
匂目

ωω
・

わ
円
。
回
目
・

CHyn-丹
w℃
・
印
∞
・

∞
巾

HM-2百
円

F
。円)・

2
f
H
Y
ω
ω
・

回
巾
ロ
ヨ
三
円

-poH)-npwH)・
ω品一
H
d
F
己ユ
O
耳
唱
。
℃

-n-r
℃
回
目
印
・

。-C4司巾
σσ
巾
ア
、
吋

Z

F三
回

Y
E
a
-
吉
・
ロ
巾
己
巾
叫
担
、
内

5
5
R問巾吋

(
E
-
Y
8・
円
芹
・
七
区
内
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(
叩
)
∞
巾
ロ
巾
耳
目
n
r
w
C
H
}
・n
F
W
沼田

y
g印
H∞∞'

(
日
)
司
白
円
ア

CH】-
n
F
-
H
Y
呂町

(
ロ
)
回
巾
口
叩
耳
目
n
r
唱。℃
-n-FL)古
田

ωMlωu
・

(
円
以

)
g
-
p
u
ω
0・

(
M
)
3
5
 

(
日
)
吋
}
M
C
H
-
0
4
〈
唱
。
匂
門
戸
・
℃
・
印
N

な
お
ク
ロ
ス
は
一
九
二
六
年
八
月
の
時
点
で
、
ま
た
フ
ァ
!
は
二
五

i
二
六
年
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
一

O
万
人
と
い

う
数
字
を
あ
げ
て
い
る
が

(
C
o
g
・。
H
y
n芹
凶
℃
・
印
由
一
町
田
q
・
o
u
・n
-
f
H】・

5
∞
)
、
こ
の
数
字
は
い
ち
じ
る
し
く
高
す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
イ

ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
か
ら
は
、
二
五
年
に
こ
の
組
織
の
戦
闘
性
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
希
薄
さ
に
抗
議
し
て
国
民
フ
ァ
シ
ス
ト

Z
由
民

CE-
司
B
I

n-a印
と
い
う
結
社
が
分
離
・
独
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
こ
れ
に
よ
り
一

O
O人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
を
喪
失
す
る
(
吋
F
R
Z者
-
O
H
}

門戸唱

℃・包)。

(
日
山
)
切
開
口
虫
三
円

}foH)-npwu-ωω
・

(口
)
H
E
P
-
-
y
臼・

(
時
)
円
宮
内
凶

(
川
口
)
富
岡
、
前
掲
書
、
三
八
l
四
0
ペ
ー
ジ
。

(
却
)
問
、
四

O
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)
問
、
四
二
ペ
ー
ジ
、
ペ
リ
ン
グ
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
運
動
史
』
、
二

O
四
ペ
ー
ジ
。

(n)
富
岡
、
七
三

1
七
四
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
問
、
七
七
ペ
ー
ジ
。

(M)

ペ
リ
ン
グ
、
前
掲
訳
書
、
二

O
五
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
口
四
回
目
白

5
2唱。同
)-nHけ

wH】℃
-HHAHHH
印
L
N
C
H
N
H
w
〉
冨
g
c
p
叶，

E
の
0
4
R
Rロ
巾
口
同
国
ロ
色
。
巾
口
角
田
-ω
可同町巾

S
N
?
山
口
一
円
ロ
な
吋
ロ
即
位
。
ロ
同
]HN叩

〈
ぽ
唱
え

ω。-m
日目白-一目印件。『
M
1

・
〈
。
一

z・
5
S‘℃・印・∞・

(
M
m
)

司白
q
-
c
u
-
n
F
-
H】

-NHH
・

(
幻
)
呂
田
印
。
ロ
・

0
℃目巳丹・
L
Y
∞
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(お

)
H
Z
P
ヤ吋

(
却
)
富
岡
、
前
掲
書
、
五
九
ペ
ー
ジ
。

(ω)
同
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

(
氾
)
冨
回
目
。
p
c℃
・
門
戸
℃

-
5
・

(
辺
)
富
岡
、
前
掲
書
、
六

0
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
冨
回
目
。
戸
C
甘
口
了
間
)
巴

(
災
)
明
間
『
ァ
。
℃
・
円
山
?
目
)
-
N
C

∞

(お

)
F
E
-
L
)円)
N
C
∞
N

S

た
だ
し
ホ
l
プ
は
少
な
く
と
も
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
問
、
。
フ
ラ
イ
ト
ン
、
ニ
ュ

l
カ
ッ
ス
ル
そ
の
他
に
お
い
て
、
フ

ア
シ
ス
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
個
人
と
し
て
の
み
で
な
く
、
ま
た
部
隊
単
位
そ
の
も
の
で
特
別
保
安
官
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
事
態
に

関
し
て
、
内
務
省
か
ら
の
反
対
に
出
会
わ
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る

C
c
y口
出
c胃
・
町
田
印
門
戸
田
B
白
ロ
仏
岱
巾

ω
S
Z
E
∞ユ門州出口一叶日同町わ回目巾

o
p耳

目
白
丘
田
町
司
白
田
門
町
円
S
N
ω
ω
H

・
古
一
〉
c
m
可
同
]
宮
口
』
C
C
吋口問
]
C
同司
D
]
主
門
的
山
口
色
白
H
m
g
『
戸
ぐ
。
]
・
ω
h
y
g
u
ω

・円
)
ω
A
山市山)。

(
お
)
明
由
民
唱
。
℃
円
同
門
u

匂
N
H品

w

わ
さ
凹
由
唱
。
七
円
四
件
w

℃
-
E
H

(幻

)
J
E
R
E唱
w

O
℃
目
門
戸
崎
七
日
印

(
お
)
司
同
門
ア
。
H}

円
件
唱
℃
'
N
H
A
.

(お

)
F
E
-
U
3
・N
E
自
由
た
だ
し
フ
ァ

l
が
ロ
イ
ヤ
リ
ス
ト
は
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」
と
合
同
も
連
合
も
し
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
の
に
た

い
し

(
F
E
温円
V
N
H
印
)
、
ベ
ネ
一
ウ
ィ
ッ
ク
は
後
者
の
中
へ
編
入
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
(
∞
巾
尽
き
円
}
f
o匂
円
芹

w
u
・ω
印)。

第
四
章

イ

ギ

リ

ス

・

フ

ァ

シ

ス

テ

ィ

と

最

強

硬

派

|

|

保

守

主

義

と

の

関

係

|

|

す
で
に
「
ま
え
お
き
」
の
と
こ
ろ
で
の
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、
こ
の
国
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
研
究
に
取
り

組
む
歴
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
、

運
動
の
第
一
波
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
サ

l
ロ
ウ
も
、

そ
の
よ
う
に
考
え
る
一
人
で
あ
る
が
、
他
方

で
彼
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
こ
の
運
動
を
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

gロ
8
3山氏
4
2
P
R
2
5



(1) 

と
呼
ぴ
、
ま
た
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
伝
統
」

gロ
8
3丘町，
S
E
R
-
a
守
山
住
民
。
ロ
の
存
在
に
つ
き
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
サ

i
ロ
ウ

の
い
う
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
具
体
的
内
容
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
は
、
こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と

を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
性
格
づ
け
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

サ
l
ロ
ウ
の
次
の
よ
う
な
指
摘
で
あ
る
|
|
|
「
一
九
二

0
年
代
に
お
い
て
、

(
2
)
 

主
と
し
て
最
強
硬
派
的
反
抗
巴
め
げ
問
巳

5
2
1
の
極
端
主
義
的
形
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
」
と
。
し
か
も
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ

ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
は

ス
の
急
進
右
翼
は
エ
ド
ワ
ー
ド
期
に
登
場
し
た
と
さ
れ
、
「
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
は
、
い
わ
ゆ
る
『
最
強
硬
派
巴
巾
宮
山
丘
印
」
で
あ

(
3
)
 

っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
最
強
硬
派
と
は
、
一
九
一
一
年
八
月
に
貴
族
院
の
権
限
削
減
を
め
ざ
し
た
議
会
法
案
可

R
E
B
O
E
∞
巴

(4) 

に
反
対
投
票
を
行
っ
た
統
一
党
(
保
守
党
)
の
一
一
二
人
の
貴
族
を
指
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
統
一
党
の
貴
族
た
ち
は
、
同
時
代
の
人

ぴ
と
や
、

の
ち
の
歴
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
「
奥
地
の
住
民
」

σ
R
W君
。
。
骨

B
B
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
自
己
の
所
領
に
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居
住
し
つ
づ
け
、
貴
族
院
に
は
登
院
も
せ
ず
、
政
治
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
が
、
議
会
法
案
に
危
機
を
感
じ
、

(
5
)
 

大
挙
し
て
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
l
に
集
ま
っ
て
き
た
貴
族
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
対
す
る
た
め
に

だ
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
最
強
硬
派
像
の
修
正
を
試
み
、
彼
ら
が
し
ば
し
ば
貴
族
院
に
登
院
し
て
演
説
を
行
い
、
政
治
的

関
心
も
深
く
、
政
治
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
「
最
強
硬
派
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
末

(
6
)
 

期
と
エ
ド
ワ
ー
ド
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
全
国
政
治
と
公
的
用
件
の
大
抵
の
領
域
で
異
彩
を
放
っ
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

彼
ら
は
、
近
代
化
に
脅
か
さ
れ
た
農
業
エ
リ
ー
ト
で
も
な
か
っ
た
。

一
一
二
人
の
最
強
硬
派
貴
族
の
う
ち
、

一
O
O人
以
上
が
大
規
模
な

領
地
の
所
有
者
で
あ
っ
た
が
、
最
強
硬
派
は
、
農
業
部
門
以
外
の
収
入
を
子
に
入
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
鉱
山
業
(
石
炭
・
鉄
)
、
都

市
に
お
け
る
地
所
の
所
有
、
企
業
経
営
へ
の
参
加
、
株
式
・
証
券
市
場
へ
の
投
資
な
ど
で
利
益
を
抽
出
し
て
お
り
、
し
か
も
企
業
の
経
営

(
7
)
 

か
ら
得
ら
れ
る
富
が
領
地
の
所
有
の
存
続
を
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
「
議
会
法
案
に
反
対
し
た
貴
族
の
大
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部
分
は
、
比
較
的
、
繁
栄
し
て
い
た
の
が
事
実
で
あ
り

(8) 

一
部
の
人
た
ち
は
連
合
王
国
内
で
も
っ
と
も
富
裕
な
者
た
ち
で
さ
え
あ
っ
た
」

と
主
張
し
て
い
る
。

最
強
硬
派
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
先
立
つ
数
年
間
に
お
い
て
関
税
改
革
、

導
入
、

一
般
兵
役
義
務
の
導
入
、
陸
海
軍
の
拡
張
、
人
民
投
票
の

(
9
)
 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
へ
の
武
力
抵
抗
を
叫
ぴ
、
ま
た
国
民
的
効
率
を
追
求
し
た
。
だ
が
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
の
は
、
彼
ら

が
議
会
制
度
、
政
党
機
構
、
職
業
的
政
治
家
を
軽
視
し
、
人
民
投
票
の
導
入
の
熱
心
な
擁
護
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
強
硬
派
は
議
会

制
度
の
批
判
者
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
彼
ら
を
し
て
一
種
の
「
人
民
投
票
的
民
主
主
義
」
を
模
索
せ
し
め
た
。
彼
ら
は
、
以
上
の
よ
う
な

立
場
に
お
い
て
自
由
党
内
閣
を
攻
撃
し
、
ま
た
自
己
が
所
属
す
る
統
一
党
の
指
導
部
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
最

強
硬
派
は
ど
の
よ
う
な
形
で
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

サ
l
ロ
ウ
は
「
[
最
強
硬
派
の
]
影
響
は
:
:
:
彼
ら
が
一
九
二

0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト

(
B
F
)
と
の
間
に
維
持
し
た
鮮
の

(
日
)

中
に
存
続
し
た
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
ま
た
ベ
ー
カ
ー
も
「
最
強
硬
派
の
影
響
は
、
一
九
二

0
年
代
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト

(ロ)

(
B
F
)
と
の
直
接
の
併
を
通
じ
て
生
き
続
け
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
両
者
が
と
な
え
る
影
響
の
存
続
と
は
、
人
的
ス
タ
ッ
フ
や

組
織
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
い
。
サ
!
ロ
ウ
と
ベ
ー
カ
ー
が
あ
げ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
出
版
物
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
八
代
ノ

l
サ
ン
パ
ラ
ン
ド
公
爵
の
出
版
活
動
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
最
強
硬

一
九
二
二
年
に
『
愛
国
者
』
吋
宮
司
え
ユ
え
と
い
う
週
間
紙
を
刊
行
し
、
や
が
て
創
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ

(
日
)

ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
紙
面
を
通
じ
て
支
援
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
二
四
年
に
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
を
購
入
し
た

派
で
あ
っ
た
父
の
信
条
を
継
承
し
、

が
、
こ
の
新
聞
は
自
由
主
義
と
社
会
主
義
へ
の
非
妥
協
的
な
反
対
な
ら
び
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
を
堀
り
く
ず
す
と
想
定
さ
れ
た
国
際
的
ユ
ダ

(
M
)
 

ヤ
的
陰
謀
と
の
闘
い
を
通
じ
て
、
伝
統
的
保
守
主
義
を
再
建
す
る
こ
と
を
基
本
的
方
針
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
マ

ク
ゼ
の
『
国
民
評
論
』

Z
丘
町
。
ロ
回
二
山
∞
三
命
者
や

ベ
ロ
ッ
ク
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ト
ン
兄
弟
が
執
筆
し
た
『
目
撃
』

51巾当日
g
g
m
(の
ち
『
新



し
い
証
人
』

Z
2可巧
-gg凹
)
は
、
最
強
硬
派
の
立
場
を
支
持
し
た
が
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
の
方
向
は
、
マ
ク
ゼ
や
チ
ェ
ス
タ
ー
ト

{日
}

(

M

m

}

ン
兄
弟
の
主
張
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
l
ロ
ウ
は
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
の
立
場
を
「
貴
族
的
最
強
硬
派
的
保
守
主
義
」

と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
ノ

i
サ
ン
パ
ラ
ン
ド
公
爵
は

一
九
二
四
年
に
ボ
ス
ウ
ェ
ル
出
版
社
に
資
金
を
融
資
し
た
が
、
最
強
硬
派
保
守
主
義
の
信
奉
者
で

あ
り
、
こ
の
出
版
社
か
ら
著
作
を
刊
行
し
て
い
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
は
、
二
六
年
当
時
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
大
評
議
会
の
一

{口)

ボ
ス
ウ
ェ
ル
出
版
社
を
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
と
結
合
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
第
八
代
ノ
1
サ
ン
パ
ラ
ン
ド
公
爵
の

員
で
あ
り
、

活
躍
や
、
さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
準
男
爵
夫
人
の
出
資
な
ど
に
よ
っ
て
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
、
『
愛
国
者
』
、
ボ
ス
ウ
ェ
ル
出
版
社
を

中
心
に
「
最
強
硬
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
帝
国
」
が
創
立
さ
れ
た
が
、
サ

i
ロ
ウ
は
、
ノ

l
サ
ン
パ
ラ
ン
ド
公
爵
と
そ
の
支
持
者
た
ち
を

(
問
)

「
戦
前
の
最
強
硬
派
と
保
守
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
伝
統
と
を
結
合
す
る
紳
」
と
呼
ん
で
い
た
。
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そ
れ
に
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、
果
し
て
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ぴ
う
る
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
そ
れ

よ
り
も
先
に
、
こ
の
運
動
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

フ
ァ
シ
ス
テ

ィ
は
独
自
な
大
衆
運
動
の
組
織
化
を
め
ざ
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
運
動
に
立
脚
し
て
権
力
を
獲
得
し
、
議
会
制
民
主
主
義
を

打
倒
す
る
方
向
に
も
走
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
運
動
に
目
立
つ
特
徴
と
い
う
の
は
、
大
衆
志
向
性
と
権
力
獲
得
の
意
欲
、
こ
の
双
方
の
欠
知

(
四
}

な
の
で
あ
る
。
こ
の
前
者
の
局
面
に
つ
き
、
す
で
に
引
用
し
た
ベ
ネ
ウ
イ
ツ
ク
の
見
解
を
、

い
ま
一
度
、
想
起
し
て
お
こ
う
|
l
「
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
、
大
衆
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
多
数
の
反
共
産
主
義
組
織
と
張
り
合
う
、
主
と
し

(
却
)

て
中
産
階
級
の
運
動
で
あ
っ
た
」
と
。
な
る
ほ
ど
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
、
中
産
階
級
の
運
動
と
み
な
す
こ
と
が
適
切
か
否
か
つ
い
て
は
、
問

題
が
残
る
。
だ
が
、
こ
の
組
織
の
大
衆
志
向
性
の
欠
落
を
つ
く
ベ
ネ
ウ
イ
ツ
ク
の
指
摘
は
、
正
解
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
こ
で
想
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
リ
ン
ト
l
ン
H

オ
l
マ
ン
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
創
立
の
目
的
が
労
働
不
安
や
ポ
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リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
拡
大
の
阻
止
で
あ
り
、
現
存
の
政
治
体
制
の
打
倒
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ミ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
ス
テ

ィ
の
意
向
は
、
例
え
ば
一
九
二
四
年
は
じ
め
の
労
働
争
議
の
間
に
表
明
さ
れ
て
お
り
、

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
当
時
の
内
相
A
-
へ
ン
ダ

l
ス

ン
に
た
い
し
、
労
働
争
議
に
伴
う
暴
力
や
迫
害
の
阻
止
の
た
め
三

O
O人
の
交
替
要
員
を
政
府
当
局
に
提
供
す
る
旨
の
申
し
入
れ
を
行
つ

(
幻
)

て
い
た
。
こ
の
時
の
内
閣
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
首
班
と
す
る
労
働
党
内
閣
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
が
こ
の
内
閣
に

援
助
提
供
の
意
向
を
告
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
組
織
の
運
動
の
力
点
が
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
か
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
す
で
に

見
て
き
た
よ
う
に

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
は
、
「
必
需
品
供
給
維
持
機
構
」

へ
の
参
加
の
希
望
を

表
明
し
て
い
た
の
で
あ
り

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
目
標
は
大
衆
運
動
に
立
脚
し
た
権
力
の
獲
得
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
戦
闘
的
な
労
働
組

合
運
動
に
鉾
先
を
向
け
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
た
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
き
わ
め
て
不
適
切
で
あ
り
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の

第
一
波
と
み
な
す
見
解
は
、
的
は
ず
れ
の
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
運
動
は
「
戦
闘
的
な
労
働
組
合
運
動
へ
の
過
剰

(
幻
)

な
反
応
以
上
の
何
物
で
も
な
い
」
と
と
ら
え
る
ウ
イ
ツ
パ
!
の
主
張
は
1
1
1
た
だ
し
彼
自
身
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
を
フ
ア
シ

ズ
ム
の
第
一
波
の
中
へ
分
類
し
て
い
る
け
れ
ど
も
|
|
|
的
を
つ
い
た
指
摘
と
い
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
で

は
な
く
、
軍
隊
的
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た

ス
ト
ラ
イ
キ
破
壊
的
な
急
進
右
翼
の
運
動
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

l土
こ
の
運
動
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
呼
べ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
な
ど
と
い
う
概
念
も
成
り
た
た
な
い
。
こ
の
概
念

(
幻
)

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
「
最
強
硬
派
的
反
抗
の
極
端
主
義
的
形
態
」
と
と
ら
え
る
見
解
と
同
義
と
思
わ
れ
る
が
、

「
保
守
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
伝
統
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
が
「
貴
族
的
最
強
硬
派
的
保
守
主
義
」
の
方
向
に
た
つ
出
版
物
の

支
援
を
受
け
た
こ
と
に
着
目
し
、

か
っ
そ
の
立
場
を
継
承
し
た
と
み
な
し
て
案
出
さ
れ
た
タ

l
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
サ

l
ロ
ウ
の

見
解
と
類
似
の
主
張
は

フ
ァ

l
は
「
態
度
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
い
て

フ
ア
シ
ス
テ
イ

フ
ァ
ー
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て



(M) 

は
最
強
硬
派
保
守
主
義
と
ほ
と
ん
ど
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

だ
が
最
強
硬
派
の
系
譜
を
ひ
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
支
援
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
後
者
を
前
者
の
継
承
と
み
な
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
さ
き
に
名
を
あ
げ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
最
強
硬
派
に
属
し
た
一
一
一
一
人
の
貴
族
全
員
の
氏
名
を
、

(
お
)

末
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
リ
ス
ト
を
検
討
し
て
み
る
と
、

そ
の
著
作
の
巻

そ
の
う
ち
の
ど
の
人
物
も
一
九
二

0
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
イ

の
指
導
層
の
中
に
名
を
つ
ら
ね
て
は
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
も
最
強
硬
派
は
、
貴
族
の
政
治
的
社
会
的
優
越
の
維
持
、
イ
ギ
リ

(
お
)

ス
帝
国
の
統
一
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
指
導
的
地
位
の
保
持
を
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
立
場
か
ら
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の

優
越
を
堀
り
く
ず
す
と
思
わ
れ
た
自
由
党
内
閣
と
こ
れ
に
き
び
し
い
対
応
の
姿
勢
を
見
せ
ぬ
統
一
党
指
導
部
に
批
判
の
鉾
先
を
向
け
た
。

な
る
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
、
反
自
由
主
義
、
反
社
会
主
義
の
立
場
に
お
い
て
は
、
最
強
硬
派
と
一
致
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
に
は
、

そ
も
そ
も
の
始
め
か
ら
貴
族
の
優
越
の
擁
護
な
ど
と
い
う
観
点
は
い
だ
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
最
強
硬
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派
と
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
と
を
結
ぶ
鮮
は
弱
体
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
よ
く
、
従
っ
て
、

(
幻
)

統
」
と
い
う
見
解
は
成
り
た
た
な
い
と
岡
山
わ
れ
る
。

サ
l
ロ
ウ
の
と
な
え
る
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
伝

(
1
)
 

(
2
)
 

(3) 

(
4
)
 

吋

F
R
E
t弓
w

。日)・門戸
w

H

)

怠
-

H

H
】
日
仏
.

円

-uH
門
戸
℃

ω
・

の
お
問
。
ミ
ロ

HME--3・
4
Z
E岳
山
門
弘
田
一
〉
コ
印
件
。
門
司
目
立
ロ

ωon-2可
山
口
広
旬
。

-
E
2
5
開

P
E
E
-田
口
開
口

m
g邑
(
(
い
回
目
σ江
巳
四
戸
云

g
p
S吋

由
)

w

℃
-
N
一
の
巾
。
内
昨
日
、
同
・

ωgtユ
タ
ハ
リ
ユ
民
円
由
。
町
一
明
仏
当
国
H

込山田口

ω。
門
戸
巾
丹
羽
、
H
F
m
わ回目巾
O
同
月
白
【
出
門
出
】
初
日
間

Z
・
山
口
一
〉
・

0
・U
印
可
(
巾
円
山
)
淘
叫
dy巾
開
仏
者
同
司
内
出
血
ロ
〉
肉
位

。
。
ロ
岳
口
同
白
ロ
仏

ω
g窓
口
々
巴
き

1
5
E
(円、。
E
b
p
H
U叶
由
)

w

H

)

・∞
M

・
E
-
議
会
法
案
を
め
ぐ
る
最
強
硬
派
貴
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
水
谷
三
公
『
王

室
・
貴
族
・
大
衆
|
|
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
ハ
イ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
|
|
』
(
中
央
公
論
社
・
一
九
九
一
年
)
、
八
0
1
九
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
エ
ド
ワ
ー
ド
期
イ
ギ
リ
ス
に
登
場
す
る
急
進
右
翼
と
し
て
、
い
ま
一
つ
注
目
に
値
す
る
も
の
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
統
一
と
園
内
の
効
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(
初
)
切
何
回
層
向
者
一
円

F
o
u
-
n
F
-
H
Y
出・

(
幻
)
同
吉
弘

--HYN∞・

(n)
巧
岳
町
巾
吋
・

8
・n
F
u
-
E
N
.

(
幻
)
吋
HHロユ
o
d
F
o
u
-
門戸
wu-AS・

(

川

日

)

司

同

H4
・。同
yn-fHM-NZ-

(お

)
H
M
E
-
-ザ
p
o
u
-
n
R
-
-
U
H】

-HmNiH叶
ω
・

(お

)
F
E
-
-
U唱

H日
斗

H
g
・

(
幻
)
な
お
サ
l
ロ
ウ
は
、
他
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
性
格
を
、
一
九
二
八
年
に
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
を
創
立
し
た
リ

1
ズ
の
表
現
を

借
用
し
て
「
輪
を
か
け
た
保
守
主
義
」

g
ロ
8
2丘
町
g
d
a任
wロ
o
z
oロ
と
呼
ん
で
い
る
が
(
斗
宮
ユ
0
4
『
-
o
u
-
n
F
U
-
N
S
、
そ
の
根
拠
と
し
て
あ

げ
る
の
は
、
新
し
い
最
強
硬
派
と
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
提
携
で
あ
る
。
サ

i
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
し
い
グ
ル
ー
プ
は
戦
前
の
貴
族
的
先
駆
者
を
尊

敬
し
、
社
会
主
義
的
な
労
働
党
と
戦
闘
的
な
労
働
組
合
運
動
の
興
隆
に
反
対
し
て
、
「
真
の
保
守
主
義
」
の
形
成
を
め
ざ
し
た
非
公
式
な
|
|
必
第
一
次

世
界
大
戦
後
に
登
場
す
る
|
|
占
議
員
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
に
保
守
党
の
集
会
の
世
話
役
を
つ
と
め
さ
せ
、
保
守
党
員
が
自
由
に

演
説
す
る
こ
と
を
助
け
る
役
割
を
演
じ
せ
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
(
ま
己
・
て
だ
が
サ
l
ロ
ウ
は
、
他
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
「
保

守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
お
り
、
従
っ
て
、
彼
に
お
い
て
は
、
「
輪
を
か
け
た
保
守
主
義
」
と
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
は
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
保
守
主
義
(
な
い
し
反
動
的
保
守
主
義
)
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
等
置
す
る
解
釈
に
つ
な
が
り
易
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

な
お
反
動
的
な
最
強
硬
派
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
コ
ウ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
も
随
所
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ

キ
の
時
期
に
内
相
で
あ
っ
た
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
も
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
(
宮

E
E目
。
。
当
ロ
ロ
伊
吋
Z
H
B宮
口
仲
良

E
σ
O
C
H
-
5
N
C
I
H
U
N作
吋
日
岡
市
切
巾
岡
山
口
出
宮
内
田

O同
宮
丘
町
『
ロ
甲
山
片
山
岳
同
Mo--丘
円
凹

[
F
o
E
o
P
5
2
]
・
匂
・
∞
由
]
。
ま
た
チ
ェ
ザ
ラ
l
ニ
も
ジ
ョ
イ
ン
ス
ン

H

ヒ
ッ
ク
ス
を
保
守
党
内
の
指
導
的
な
右
翼
入
、
「
最
強
硬
派
の
主
要
人
物
」
と
み
な
し
て
お
り
、
彼
は
そ
の
当
時
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
重
要
な
問
題

で
最
強
硬
派
の
立
場
を
代
表
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
吉
田
乱
色
。
g
R回
ロ
ケ
寸
宮
〉
尻
町
!
な
邑
田
町
の
白
B
R
O同
ω町
当
日
漂
白
日
守
苫
宮
口
f

E
n
w少
の
白
σ
E
2
宮山口町民
m
H
L
R
』

O
Rロ
回
目
。
問
。
。
口
同
冊
目
一
宮
g

q
回目的同
o
q
-
〈。
?
N
P
H由∞タ

UHY品
目
印

1
怠
由
)
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ

ン
ス
ン
H

ヒ
ッ
ク
ス
は
、
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
の
独
自
な
行
動
に
反
対
し
て
、
こ
れ
に
き
ぴ

し
い
態
度
を
と
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
新
し
い
最
強
硬
派
と
の
つ
な
が
り
を
根
拠
に
、
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
を
「
輪
を
か
け
た
保
守
主
義
」
と
み
な
す
サ
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ー
ロ
ウ
の
見
解
と
は
整
合
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

わ

り

お

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
大
評
議
会
の
議
長
ブ
レ
イ
ク
ニ
!
の
脱
退
以
後
、
急
速
な
衰
退
の
時
期
を
迎
え
る
。

フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は

一
九
二
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ル
パ

i
ト
・
ホ

l
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
あ
る
保
守
党
員
の
愛
国
集
会
に
六

O
O人
の
整
理
隊
を
派
遣
し
た

(1) 

が
、
こ
れ
が
こ
の
組
織
の
最
後
の
そ
れ
な
り
に
大
規
模
な
行
動
と
な
っ
た
。
な
る
ほ
ど
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
一
二

0
年
代
に
入
る
と
、
イ
タ
リ

ア
を
範
と
し
た
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
立
脚
す
る
政
治
・
社
会
体
制
の
創
出
を
め
ざ
し
た
。
二
一
二
年
に
は
二
四
か
条
綱
領
が
発
表
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
る
と
政
党
体
制
は
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
体
制
へ
と
置
き
か
え
ら
れ
、
階
級
障
壁
は
打
破
さ
れ
て
貢
績
に
も
と
づ
く
新
し
い
貴
族

(2) 

制
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
大
規
模
な
社
会
・
経
済
・
財
政
の
改
革
も
企
て
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
組
織
は
、
ま
す

ま
す
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
ン
ト
ー
ン
け
オ

l
マ
ン
の
健
康
状
態
の
悪
化
に
と
も
な
っ
て
解
体
状
態
に
お
ち
い

り
、
一
二
四
年
に
お
け
る
彼
女
の
死
去
の
翌
年
に
は
消
滅
す
る
。
そ
し
て
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
や
そ
の
軍
隊
式
ス
タ
イ
ル
の
組
織
編

成
の
や
り
方
は

モ
i
ズ
リ
が
結
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟
へ
ひ
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
は
、
何
故
、

ス
ト
ラ
イ
キ
破
壊
的
な
行
動
団
体
か
ら
脱
却
し
て
、
大
衆
的
基
盤
を
と
と
の
え
た

フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
へ
と
転
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
真
正
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
み
な
し

て
よ
い
モ
|
ズ
リ
の
運
動
の
失
敗
の
理
由
を
探
究
す
る
時
に
、

む
し
ろ
十
全
に
答
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
保

守
党
と
の
関
係
の
中
で
、

フ
ア
シ
ス
テ
ィ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
へ
の
転
化
を
は
ば
ん
だ
要
因
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
保
守
党
を
選
ん
だ

グ〉

は

フ
ァ
シ
ス
テ
ィ
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
み
な
す
サ
|
ロ
ウ
が
、
最
強
硬
派
保
守
主
義
の
延
長
線
上
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
と
ら
え
る
視

野
を
提
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
視
野
は
、
果
し
て
的
を
射
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



こ
の
問
題
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
ま
ず
想
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
一
般
を
考
察
し

た
ウ
ア
イ
ス
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
彼
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
保
守
主
義
集
団
(
貴
族
的
大
土
地
所
有
者
、
軍
部
指
導
者
、
高
級
官
僚
、
大

工
業
家
、
下
層
中
産
階
級
)
は
、
自
由
主
義
、
大
衆
民
主
主
義
の
進
展
に
よ
り
、
自
ら
の
利
益
・
価
値
観
を
大
き
く
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
、

ま
た
社
会
主
義
運
動
の
躍
進
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
自
ら
の
前
途
に
際
限
の
な
い
不
安
を
い
だ
く
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
利
益
・
価
値

観
の
防
衛
の
た
め
、
急
進
右
翼
に
よ
る
支
持
を
必
要
不
可
欠
と
感
ず
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
、
こ
の
よ
う
な
急
進
右

翼
の
二

O
世
紀
特
有
の
表
現
で
あ
り
、
保
守
主
義
勢
力
が
長
期
間
に
わ
た
り
維
持
し
て
き
た
伝
統
的
利
益
の
擁
護
と
い
う
役
割
を
演
ず
る

勢
力
と
し
て
、

そ
の
興
隆
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
故
、

ウ
ア
イ
ス
の
見
解
に
従
え
ば
、
保
守
主
義
勢
力
が
に
な
っ
て
き
た
反

自
由
主
義
の
伝
統
は
、
と
り
も
直
さ
ず
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
る
伝
統
、

つ
ま
り
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
伝
統
」
貯
∞
巳
件
可
包
j

山門戸。ロ

に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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伝
統
的
保
守
主
義
的
集
団
と
フ
ァ
シ
ス
ト
と
の
間
に
は
、
自
由
主
義
へ
の
反
対
の
立
場
や
有
機
的
な
民
族
共
同
体
の
賛
美
に
お
い
て
共

し
か
も
フ
ァ
シ
ス
ト
は
旧
保
守
主
義
勢
力
の
支
持
に
よ
っ
て
、
権
力
の
座
に
の
ぼ
る
。

(
3
)
 

年
一

O
月
に
ム
ッ
ソ
リ
l
ニ
が
権
力
を
獲
得
し
た
時
、
イ
タ
リ
ア
全
土
に
お
い
て
保
守
主
義
層
は
、
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。
ま
た
ナ
チ
党
は

(4) 

一二

0
年
代
の
初
期
に
は
、
自
由
主
義
を
放
遂
し
よ
う
と
す
る
保
守
主
義
勢
力
の
最
良
の
希
望
の
星
と
な
っ
た
。

通
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
見
い
だ
さ
れ
、

九

と
こ
ろ
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
伝
統
的
保
守
主
義
集
団
の
利
益
・
価
値
観
を
擁
護
す
る
手
段
に
お
い
て
新
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
ム
ッ
ソ

リ
l
ニ
も
ヒ
ト
ラ
ー
も
、
テ
ロ
ル
の
制
度
化
と
全
体
主
義
的
統
制
を
通
じ
て
自
由
主
義
、
大
衆
民
主
主
義
、
社
会
主
義
の
前
進
を
挫
折
せ

(

5

)

(

6

)

 

し
め
、
旧
保
守
主
義
勢
力
の
安
泰
を
は
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ウ
ア
イ
ス
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
「
新
保
守
主
義
」
、
ま
た
「
革
命
的
保
守

(
7
)
 

主
義
」
と
名
づ
け
た
の
は
、

フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
る
、
こ
の
新
し
い
手
段
の
採
用
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
治
の
展
開
に
着
目
し
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
と
は
新
旧
の
保
守
主
義
勢
力
の
同
盟
で
あ
り
、
こ
の
同
盟
を
通
じ
て
伝
統
的
保
守
主
義
集
団
は
、
自
ら
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の
利
益
・
地
位
を
維
持
で
き
た
。
要
す
る
に
ウ
ア
イ
ス
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

(8) 

義
の
最
後
の
あ
え
ぎ
」
と
し
て
登
場
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ア
イ
ス
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
保
守
主

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
伝
統
的
勢
力
を
擁
護
す
る
た
め
の
「
保
守
主

義
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
、
後
者
の
代
理
人
へ
と
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
(
代
理
人
テ
l
ゼ)。

だ
が
ウ
ア
イ
ス
の
テ

l
ゼ
に
は
、
重
大
な
欠
陥
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
伝
統
的
保
守
主
義
勢
力
の
存
在
こ
そ
が
、

フ
ァ
シ
ズ

ム
体
制
の
出
現
を
阻
止
す
る
事
態
が
見
う
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
そ
の
事
例
を
求
め
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
国
に

は
一
九
三
一

O
年
以
降
、
矢
十
字
党
と
名
の
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
が
興
隆
し
た
が
、
他
方
で
元
首
ホ
ル
テ
ィ
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
保
守
主

義
勢
力
の
支
配
が
強
固
に
存
続
し
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
は
出
現
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ
き
セ
レ
シ

u
ヤ

ン
ツ
ェ
と
ぺ
イ
ン
が
提
出
し
た
回
答
が
こ
こ
で
想
起
さ
れ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
セ
レ
シ
日
ヤ
ン
ツ
ェ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

エ
リ
ー
ト
は
、
自
ら
の
地
位
が
い
ち
じ
る
し
く
動
揺
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
民
衆
的
、
急
進
的
に
振
舞
う

(9) 

ハ
ン
ガ
リ
ー
主
義
者
[
矢
十
字
党
]
の
運
動
と
同
盟
を
結
ん
で
ま
で
し
て
:
:
:
再
興
を
は
か
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
ま
た
ぺ

イ
ン
は
ホ
ル
テ
ィ
の
権
威
主
義
体
制
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
権
力
獲
得
を
阻
止
し
た
局
面
に
着
目
し
て
、
「
権
威
主
義
体
制
は
、
一
般
に
民
衆
的

(
叩
)

フ
ァ
シ
ス
ト
的
脅
威
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
両
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

に
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
が
樹
立
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
こ
の
国
の
伝
統
的
保
守
権
威
主
義
体
制
が
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
と
同
盟
を
結
び
、
こ

れ
を
政
権
の
中
へ
呼
び
込
む
必
要
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
保
守
l

権
威
主
義
体
制
は
強

固
な
ま
ま
に
存
続
し
、
逆
に
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
を
抑
圧
し
た
。
こ
の
国
に
は
、
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
伝
統
」
「
保
守
主
義
の
最
後
の
あ
え
ぎ
」
な

ど
は
登
場
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
態
は
ウ
ア
イ
ス
・
テ
ー
ゼ
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
当
面
の
対
象
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
者
の
関
係
を
考
察
し
た
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
ン
の
見
解
で
あ
る
。
彼
の
主
張
に
お
い
て
注
目



に
値
す
る
の
は
、
彼
が
強
力
で
統
治
能
力
を
そ
な
え
た
保
守
党
の
存
在
を
、
こ
の
国
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
興
隆
に
ま
さ
し
く
阻
止
的

に
働
い
た
安
定
要
因
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
に
お
い
て
も
、

「
保
守
党
は
既
成
の
利
益
の
代
表
者
と
し
て
行
動
し
、
ま
た
地
方
と
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
広
範
な
有
権
者
大
衆
に
呼
び
か
け
う
る
と

(
日
)

い
う
、
二
つ
の
能
力
を
持
続
的
に
示
し
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
ま
た
「
イ
ギ
リ
ス
に
と
り
、
既
存
の
秩
序
の
堅
固
で
信
頼
し
う
る
政
党
[
つ

(ロ)

ま
り
保
守
党
]
の
存
在
は
、
中
産
階
級
の
投
票
者
の
断
片
化
と
分
極
化
を
阻
止
す
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
前
提
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
で

あ
る
。

ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ス
ン
の
こ
の
二
つ
の
指
摘
は
、

強
大
で
安
定
的
な
保
守
党
の
統
治
の
も
と
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
権
者
大
衆
が
フ

ア
シ
ズ
ム
支
持
の
切
迫
性
な
ど
を
何
ん
ら
感
じ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
保
守
党
を
探
究
す
る
歴
史
家
ブ
レ
ー
ク

が
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
指
導
下
の
保
守
党
の
魅
力
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
こ
と
も
参
考
に
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な
る
で
あ
ろ
う
1
1
1
「
保
守
党
は
従
来
通
り
金
持
ち
の
党
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
問
題
に
関
す
る
新
し
い
認
識
、
貧
乏
と
失
業
問
題

に
関
す
る
新
し
い
自
覚
が
台
頭
し
て
い
た
。
:
:
:
争
い
で
分
裂
し
て
い
た
自
由
党
、
政
権
担
当
能
力
を
欠
い
た
労
働
党
、
そ
れ
に
信
用
が

お
け
そ
う
で
人
道
的
に
も
見
え
た
保
守
党
、

そ
の
な
か
か
ら
い
ず
れ
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
有
権
者
が
、
後
者
に
投
票
し
た
こ
と
は
驚
く

(
日
)

人
情
に
欠
け
た
政
党
に
は
み
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

に
当
ら
な
い
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
指
導
下
の
保
守
党
は
、

ま
た
先
述
の
ベ
ー
カ
ー
が
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
云
及
し
て
い
る
こ
と
も
想
起
し
て
お
き
た
い

ー
l
l
「
保
守
党
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
呼
び
か
け
が
初
期
の
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
[
彼
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
と
み
な
さ
れ

て
い
る
]
を
マ
!
ジ
ナ
ル
化
し
た
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。
近
代
化
さ
れ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
党
は
、
こ
れ
ら
の
集
団
を
故
意
に
無
視

(M) 

し
、
ま
た
有
権
者
は
保
守
党
と
労
働
党
の
慎
重
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
政
治
に
応
答
し
つ
づ
け
た
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
ー
カ
ー
は
保
守
党

が
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
や
急
進
右
翼
の
台
頭
を
血
止
し
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
定
し
た
保
守
主
義
政
党
に
よ
る
統
治
が
存
続
す

る
場
合
、
有
権
者
大
衆
は
わ
ざ
わ
ざ
フ
ァ
シ
ス
ト
や
急
進
右
翼
の
運
動
を
支
持
す
る
理
由
な
ど
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ベ
ー
カ
ー
は
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一
九
二
六
年
に
脅
や
か
し
た
時
、
そ
の
脅
威
は
、
保
守
党
政
府
に
よ

(
日
)

る
状
況
の
賢
明
な
国
家
管
理
を
通
じ
て
、
急
速
か
つ
効
果
的
に
中
性
化
さ
れ
た
」
と
の
べ
、
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
ン
も
「
保
守
党
は
憲
政
と

「
労
働
不
安
は

政
治
体
制
の
安
定
を
脅
や
か
し
は
し
な
か
っ
た
。

国
民
的
統
一
の
党
と
し
て
、
自
ら
自
身
に
公
衆
の
支
持
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
日
山
)

お
こ
し
た
脅
威
に
大
胆
に
対
処
す
る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
た
り
は
し
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
て
、

一
九
二
六
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
惹
き

や
は
り
保
守
党
の
強
力
な
統
治
能
力
に

百
及
し
て
い
る
。

要
す
る
に
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
ン
に
よ
れ
ば
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
強
力
な
保
守
党
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
が
立
脚
す
る
こ
と
を
望
む
よ
う
な
基

(
刀
)

独
占
し
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
強
硬
派
保
守
主
義
の
延
長
線
上
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
と
ら
、
ぇ
、
こ
れ

盤
を
、
事
実
上
、

に
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
を
設
定
す
る
サ

l
ロ
ウ
の
試
み
や
、

ウ
ア
イ
ス
の
と
な
え
る
「
保
守
主
義
の
最
後
の
あ
え
ぎ
」

テ
ー
ゼ
は
、
保
守
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
を
一
般
化
し
う
る
テ
ー
ゼ
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
「
保
守
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
な
ど
と
い

う
概
念
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
般
的
概
念
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
急
進
右

翼
の
勢
力
の
消
長
を
ふ
り
か
、
え
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ア
シ
ス
テ
ィ
は
数
千
人
か
ら
数
百
人
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
を
数
え
に
す

ぎ
ず
、
ま
た
国
民
フ
ァ
シ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
市
内
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
も
一

0
0
0人
ほ
ど
の
メ

(
同
)

ン
パ

l
が
加
入
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
い
ず
れ
も
堅
固
で
幅
広
い
公
衆
の
支
持
を
集
め
る
保
守
党
の
勢
力
に

(
日
)

よ
っ
て
政
治
的
に
無
意
味
な
地
位
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、

フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
の
興
隆
を
阻
止
し
た

の
は
、
部
分
的
に
の
み
議
会
主
義
を
受
容
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
保
守
権
威
主
義
体
制
と
は
相
違
し
て
、
自
由
主
義
的
な
議
会
制
民
主
主
義

と
固
く
一
体
化
し
た
保
守
主
義
勢
力
な
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
特
記
し
て
お
き
た
い
の
は

ベ
ー
カ
ー
が
指
摘
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
を
マ
ー
ジ
ナ
ル
化
し

た
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
「
冷
た
い
風
土
」

SEn--Bω
芯
の
存
在
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
彼
の
い
う
、

そ
の
風
土
の
特
徴
は
ま
だ
試
論
的
な
段



階
に
止
ま
っ
て
お
り

ベ
ー
カ
ー
は
産
業
資
本
主
義
と
調
和
的
な
土
地
所
有
エ
リ
ー
ト
の
存
在
、

工
業
化
の
開
始
以
前
に
樹
立
さ
れ
た
国

民
国
家
の
伝
統
、
自
由
党
と
労
働
運
動
と
の
提
携
、
議
会
主
義
的
労
働
党
の
登
場
、
農
業
的
反
近
代
主
義
の
欠
如
、
下
層
中
産
階
級
の
偏

(
却
)

見
を
代
表
す
る
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ

4
2
E
R
F
理
念
の
不
在
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ベ
ー
カ
ー
の
い
う
「
冷
た
い
風
土
」
は
さ

ら
に
一
一
層
、
精
密
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
へ
と
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
風
土
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
真
の
フ
ァ
シ
ス
ト

運
動
で
あ
る
モ

l
ズ
リ
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟
に
は
、

ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
念
頭
に
お
き
な

カま

ら

一
方
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
と
モ

1
ズ
リ
の
運
動
、
他
方
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
保
守
主
義
政
党
で
あ
る
ド
イ
ツ
国
民
的
人

民
党
ロ

g
g与
口
印
式
。

E]巾
ぐ
。
]
}
内
笹
山
円
在
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
運
動
、
こ
の
両
者
を
比
較
政
治
u
社
会
史
的
に
考
察
し
て
、
保
守
主
義
と
フ
ア

シ
ズ
ム
と
の
関
係
一
般
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
次
稿
の
課
題
と
な
る
。
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(
l
)
n
H
.
0
白田・
0

℃
-npw
℃・由
N

(
2
)

回巾ロ巾若山内
}
p
o
H
V
a
n
-
f
u
-
u
・N

吋い∞

ω号

(
3
)
』

czt弓巾
5
・
H
4
5
3
R
E
吋
辺
住

Z
O
R
E
2
2
-
初日間宮

1
5口問
F
5
5ぽ
E
E
富
。
色
町
三
阿
佐
『
。
胃

2
2
5岳
町
門
担
]-L申
告
)
噌
七

8
・

(
4
)

伊
氏
七
日
品
目

(
5
)
円
宮
門
凶
よ
℃
少

ωc

(
6
)
5
5
w
℃・吋噂

aug-

(
7
)

円
ず
広
よ
)
品
'

(
8
)

目立
pw
℃
印
・

(
9
)

忌白『岡山門

ω
N
2
5包
l
H
山口
Nタ
豆
町
田
U

一『2
ロ
qmzN-巾号
2
5担
当
m
E
Cロ
岡
田
司
ロ
・
出
町
田
宮
司
目
的
門
町
角
関
O
丘
町
江
・
開
口
件
当
日
ロ
}
内
宮
口
問
ロ
ロ
仏
国
巾
司
印
円
宮
山
内
同

(冨
g
n
F
2・
5
g
)
w
∞
色
町
・
な
お
拙
稿
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
|
|
比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
視
野
か
ら
i
|
」
『
奈
良
女
子
大
学

文
学
部
研
究
年
報
』
三
六
号
、
一
九
九
二
年
、
三
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(日

)
ω
gロ
]
巾
可
。
句
担
当
昂
・
一
司
g
n
目印
B
一(
u
o
g
℃
山
江
田
ロ
ロ
出
口
弘
ロ
巾
『
町
三
位
0
3
(
冨白色由。ロ・

5
∞C
)
-
U
H
H品
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(
日
)
』

C
Z
H
g
m〈巾口問。
P
(
U
Cロ印巾『
4
白
色
回
目
自
己
同
町
巾
烈
丘
ロ
5
0片
岡
吋
白
印
円
目
的
自
由
ロ
ゲ
片
品
円
当
時
切
江
仲
間

5
・
町
一
一
ζ
白
円
片
山
口
巴
山
口
昨
日

M
O
B
(包
-
Y
司
由
民
吉
田

白
ロ
色
。
。
ロ
田
市
円
〈
山
片
山
4
巾
凹
ベ
}
同
巾
河
田
門
出
円
丘
一
何
回
同
町
仲
田
口
円
山
同
町
内
何
回

g
庄
町
zumwE
宮
、
司
君
巾
口
丘
巾
門

FingHE門
出
、
何
ロ
『
。
℃
巾
(
円
。
ロ
色
。
ロ
巾
丹
色
.
‘
忌
唱
。
)
唱
℃
-

N
E

∞
 

(ロ
)
5
5
.

(日

)
H
N
c
Z耳
切

E
Z
.
吋
『
屈
の
自
由
巾

2
E
g
E丘
三
円

O
B
F巾}件。
(
U
E
R
E
-
(
Z
2
Jへ2
r
.
5
5
『
英
国
保
守
党
史
|
|
ピ

l
ル
か
ら
チ
ャ
ー
チ

ル
ま
で
|
|
』
早
川
崇
訳
(
労
働
法
令
協
会
・
一
九
七
九
年
)
、
二
八
五

1
二
八
六
ペ
ー
ジ
。

(
日
比
)
∞
白

r巾
HJO℃
-nFw
℃
-NAFa

(日

)
H
E
P
-
H
Y
N日・

(
v
m
)

宮
内
〈

g
m
o
p
o
u
-
a
f
u
a
N
S

(
口
)
目
立
p
w
u
-
N
a

(
叩
凹
)
、

Hdロ
ユ
。
者
・

0日)・
2
f
u・
印
凶
一
律
巾
〈
巾
ロ
∞

c
p
o
u
-
n
H
F
U
N
S

(
m
U
)

な
お
大
抵
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
の
第
二
波
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
も
、
フ
ア

シ
ズ
ム
の
中
へ
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
連
盟
の
創
立
者
リ

l
ズ
は
、
は
じ
め
一
九
二
四
年
に
ス
タ
今
ォ
ー
ド
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
シ

ス
テ
ィ
の
支
部
を
設
立
し
た
が
、
や
が
て
こ
の
組
織
か
ら
脱
退
す
る
よ
う
に
な
る
。
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
が
樹
立
さ
れ
る
の
は
二
八
年
の
こ
と
で

あ
る

C
O
Z
呂
ORE-
〉

EC]色
付
巾
巾
印
巾
白

E

S巾
同
日
胃
ユ
丘
町

gnH凹
門
戸
巾
白
間

Z
R
吋
耳
目
白
宮

2
0同
月
白
円
庄
司
由
民

2
5
L
R
同
巾
ロ
ロ

2
v
円
札
口
ロ
ロ
白
昆

自
己
g
a
n
-
吋
VR-04司
[
旦
∞
・

7
F
E印
F
E
R
-∞
5
・
F
S
3
3
p
m
H
N白色町ロ同
]
E
m耳
目
富
市
叶
当
国
門
∞
岳
山

E
F
O
E
S
-
S∞C
]

喝
事

印叶、，
t

日
∞
)
。
こ
の
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
と
ビ
ア
ミ
ッ
シ
ュ
が
一
八
年
に
創
立
し
た
「
ブ
リ
ト
ン
協
会
」
回
号
。
ロ

ω。
丘
町
々
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

ビ
ア
ミ
ッ
シ
ュ
は
前
者
の
副
総
裁
を
兼
ね
、
ま
た
リ

l
ズ
自
身
も
「
ブ
リ
ト
ン
協
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た
。
し
か
も
リ
!
ズ
の
急
進
的
な
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ビ
ア
ミ
ッ
シ
ュ
な
の
で
あ
っ
た
。
(
冨
。

zz・
0
沼
田
口
町
?
油
田
)
印
叶
)
。
こ
の
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
の
主
な
役
割

は
、
リ

l
ズ
の
主
張
に
よ
れ
ば
政
党
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
宣
伝
に
従
事
す
る
訓
練
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
を
組
織
化
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
は
黒
シ
ャ
ツ
、
カ
ー
キ
色
の
半
ズ
ボ
ン
、
黒
色
の
長
靴
と
ベ
レ
!
帽
を
着
用
し
、
ま
た
ユ
ニ
オ
ン
・

ジ
ヤ
ツ
ク
の
真
中
に
鈎
十
字
を
配
し
た
腕
章
を
身
に
つ
け
た
。
こ
の
組
織
は
、
き
わ
め
て
激
烈
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
掲
げ
て
お
り
、
例
え
ば
三
七
年

に
指
導
的
メ
ン
バ
ー
の
集
会
が
聞
か
れ
た
時
、
ビ
ア
ミ
ッ
シ
ユ
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
解
決
の
三
つ
の
方
法
と
し
て
、
殺
害
、
不
妊
化
、
隔
離
を
あ
げ
、



し
か
も
そ
の
集
会
は
「
ハ
イ
ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
」
と
い
う
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
た
(
吋
F
R
E戸
。
℃
・
門
戸
℃
匂

-
a
R
)。
帝
国
フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
の
メ
ン

バ
ー
数
は
、
一
説
で
は
三

0
年
代
を
通
じ
て
一
五

O
人
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
お
り
、
月
刊
の
機
関
紙
『
フ
ァ
シ
ス
ト
』
は
三

0
0
0部
印
刷
さ
れ
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
一

0
0
0部
は
あ
る
一
人
の
人
物
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
残
部
の
多
数
は
国
外
へ
発
送
さ
れ
た
公
立
件
w

匂・

2)。
し
か
も
大
衆

集
会
に
は
、
二

0
0
1
四
O
O人
の
出
席
者
が
数
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
三
九
年
夏
ご
ろ
に
は
、
参
加
者
の
数
は
急
速
に
低
下
し
た

(Ee。
帝
国

フ
ァ
シ
ス
ト
連
盟
は
組
織
を
大
衆
化
す
る
志
向
を
見
せ
ず
、
急
進
的
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
と
な
え
る
小
規
模
な
宣
伝
団
体
に
止
ま
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
の
組
織
も
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
初
)
回
白
}
内
巾
戸
。
℃
円
山
門
・
噌
匂
匂
E
H
?
N
N
l
N
由・
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